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学則の変更の趣旨を記載した書類

ア 学則変更（収容定員変更）の内容

電気通信大学（以下「本学」）は、令和５年度から情報理工学域（学部）Ⅰ類（情報系）

の入学定員を 15 名（学内振替）増員しており、令和６年度には情報理工学域Ⅰ類（情報

系）の入学定員を 30 名増員する。なお、令和６年度の情報理工学域Ⅰ類（情報系）の増

員に伴い、大学全体の入学定員は毎年度 30名、収容定員は完成年度である令和９年度に

は 120名増加する。 

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性

我が国では、デジタル・グリーン等の成長分野をけん引する高度人材の育成、輩出を担

う大学及び高等専門学校の機能強化は喫緊の課題となっている。 

我が国の大学の学部段階における理系分野の学位取得者の割合は現在 35％にとどまっ

ているほか、理工系分野の入学者の割合についても 17％にとどまっており、どちらの割合

も諸外国と比べて低い状況にある【資料１】。さらに、社会経済情勢の変化、技術開発の動

向等については、生産性や利便性を飛躍的に高めるデジタルトランスフォーメーション

（DX）の推進が産業、教育、行政等のあらゆる分野において求められている一方、2030 年

には先端 IT 人材が 54.5万人不足するという調査結果【資料２】や、我が国のデジタル競

争力は先進諸国と比べて低いというデータ【資料３】もある。 

また、米国や中国のビジネスの世界では、時代の先行きが読めない現代社会において、

綿密な論理構成力で問題解決や意思決定を行う「ロジカル思考」に代って、人々のニーズ

を観察した上で潜在的ニーズを明らかにし、新たな価値を創造する「デザイン思考」重視

にシフトし、我が国の企業においても｢データによるビジネス課題解決を得意とする人材｣

が今後３年間で採用・育成したい人材とされている【資料４】。 

 このような背景を踏まえ、令和４年５月に教育未来創造会議から「我が国の未来をけん

引する大学等と社会の在り方について 1」が第一次提言として公表され、現在 35％にとど

まっている自然科学（理系）分野の学問を専攻する学生の割合について、OECD 諸国で最も

高い水準である５割程度を目指すなど具体的な目標が設定された。また、今後５～10年程

度の期間に集中的に意欲ある大学の主体性を生かした取組を推進することも明記されて

いる。 

1 教育未来創造会議 第一次提言「我が国の未来をけん引する大学等と社会の在り方につい

て」（令和４年５月） 

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kyouikumirai/pdf/220510gaiyou.pdf
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 上記のような社会的ニーズ及び人材不足の中で、従来より高度情報人材を育成し、社会

に供給してきた本学は、さらに令和４年度に全国の大学の中で６大学のみ選定された文部

科学省「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度」の「（応用基礎レベル）

プラス：大学等単位」に認定 2され、令和６年度以降、毎年約 500名の「応用基礎レベル」

データサイエンティストを輩出 3する予定となり、我が国の将来を担うデータサイエンス

人材の育成に大きく貢献するところとなった。 

さらに本学は、令和５年度から「情報（Information）・数理（Mathematics）・データサ

イエンス（DS）・AI・量子（Quantum）」（以下「IMDAQ」（イムダック））の幅広い知識と高い

専門性に基づく実践力と世界で活躍するための国際性を兼ね備え、現実社会でイノベーシ

ョンを創出し、産業振興に資することができる高度情報専門人材（トップエキスパート）、

すなわち「新たな価値を創造する型破りなトップ人材」を育成する「デザイン思考・デー

タサイエンスプログラム（以下「本プログラム」）【資料５・６】」を情報理工学域Ⅰ類（情

報系）15 名（学内振替）及び大学院情報理工学研究科情報学専攻 10 名（定員増）でスタ

ートしている。 

令和５年５月には、企業ニーズを踏まえた高度情報専門人材及び国際的に活躍できるト

ップレベル人材の育成を目的として、令和６年度に学域 30 名の定員増とともに博士前期

課程 10名の再増員を行い、令和 12年度までには博士後期課程も含めて定員を大幅に拡充

し、本学の人材育成体制を拡充・強化する計画を立案【資料５・６】し、独立行政法人大

学改革支援・学位授与機構が実施する「大学・高専機能強化支援事業」のハイレベル枠 4

に申請している。 

上記のとおり、本プログラムの定員を経過的に増加する予定であるため、設置されてい

る学域の定員を増加する旨の学則変更（収容定員変更）を行うものである。 

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容

（ア）教育課程の変更内容

本学の学域全体の教育課程は、令和５年度より設置した本プログラムを含めて、ディ

プロマ・ポリシー【資料７】、カリキュラム・ポリシー【資料８】、アドミッション・ポ

リシー【資料９】の３つのポリシーに従って編成されている。なお、学域全体の教育課

2 文部科学省 報道発表「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度」について令和４年

度の認定・選定結果をお知らせします」（令和４年８月２４日） 

https://www.mext.go.jp/content/20220824-mxt_senmon01-000188414.pdf 
3 電気通信大学 実践型 UEC データサイエンティスト養成プログラム 

https://www.uec.ac.jp/education/undergraduate/advanced_literacy/ 
4 独立行政法人大学改革支援・学位授与機構 公募情報 

https://www.niad.ac.jp/josei/public-offering/ 
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程における授業一覧は、添附【教育課程等の概要】のとおりである。 

本プログラムが開講されているⅠ類（情報系）の教育課程は、１年次では、全学共通

の総合文化科目並びにⅠ類共通の情報系の基礎科目に加えて「離散数学」、「情報領域演

習第一」を履修し、情報技術を学ぶ上で必要となる幅広い科学的思考力の基礎を養う。

２年次では、数学・情報学を中心とするⅠ類共通の基礎科目を履修し、各専門プログラ

ムに進むために必要な基礎的知識を修得するとともに、１年次に引き続き「情報領域演

習第二・第三」を履修することで、学んだ知識を活用する力を身につける。３年次では、

メディア情報学、経営・社会情報学、情報数理工学、コンピュータサイエンス、デザイ

ン思考・データサイエンスの５つのプログラムに分かれて学修し、体系的な専門知識と

技術を修得する。４年次では研究室に所属し、卒業論文の完成を目指して教員の指導を

受ける。その過程で、研究に必要な専門知識とともに、問題発見や課題遂行のための自

律的能力、客観的な観察やデータに基づいた問題解決能力を修得する。 

令和５年度より開講している本プログラムの教育課程は、【資料 10】に示すとおりで

あり、具体的には、１年次から徹底的に IMDAQ とリテラシーレベルのデータサイエンス

教育を行い、２年次から応用基礎レベルのデータサイエンス及びイノベーションに必要

なデザイン思考等を学んでいく。データサイエンスに関する専門科目のほか、Kaggle（後

述）の Grandmaster（最高位）等による講義、データサイエンス実務者によるブートキャ

ンプ、連携企業へのインターンシップなどを行い、４年次では各課程の総仕上げとなる

キャップストーンプロジェクトとして、企業等と協働で現実社会の課題解決を目指す実

践的なコンサルティングプログラムを行うこととなる。 

さらに、本学は３つのポリシーに基づき編成した教育課程に対し、学位プログラムを

基礎とした内部質保証及び教育研究活動の不断の見直しの仕組として、「内部質保証に関

する規程 5」及び「内部質保証に関する基本方針 6」を策定し、令和３年度より毎年度を

対象に「内部質保証に関する自己点検・評価（モニタリング）7」を実施している。 

令和５年度開講の本プログラムに合わせ、上記のとおり学域の教育課程を編成し、今

後、本プログラムに対する内部質保証に関する自己点検・評価（モニタリング）を実施

することとしている。令和６年度の学域全体の収容定員増員は、本プログラムの定員拡

充によるものであり、教育課程については令和５年度より変更はない。 

5 国立大学法人電気通信大学における内部質保証に関する規程 

https://www.uec.ac.jp/about/publicinfo/pdf/internal/naibu_kitei.pdf 
6 国立大学法人電気通信大学における内部質保証に関する基本方針 

https://www.uec.ac.jp/about/publicinfo/pdf/internal/naibu_hoshin.pdf 
7 内部質保証に関する自己点検・評価（モニタリング）結果（令和３年度対象） 

https://www.uec.ac.jp/about/publicinfo/pdf/internal/jiko-tenken-hyouka_r3-r4.pdf 
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（イ）教育方法及び履修指導方法の変更内容

令和５年度開講の本プログラムを含めて、本学の学域全体の教育方法及び履修指導方

法は、「電気通信大学学則 8」及び「電気通信大学情報理工学域履修規程 9」に定められて

おり、令和５年度入学生用の学修要覧 10には概要が取りまとめられている。令和６年度

の学域全体の収容定員増員は、本プログラムの定員拡充によるものであり、教育方法及

び履修指導方法については令和５年度より変更はない。 

本プログラムが開講されるⅠ類（情報系）では、（ア）教育課程の変更内容にも記載し

たとおり、研究に必要な専門知識とともに、問題発見や課題遂行のための自律的能力、

客観的な観察やデータに基づいた問題解決能力を修得するために、１年次から４年次ま

での過程で基礎を学び、専門科目と技術の修得に向けて専門分野のいずれかに軸足を置

きつつ、ハード・ソフトの両面を理解し、複数の専門分野にまたがる広い視野を持つこ

とが求められる。そこで「Ⅰ類（情報系）」では２年次において情報に関わる分野全般に

共通するコンピュータ、アルゴリズム、プログラムなどを学ぶとともに専門分野の基礎

を身につけ、３年次からは「メディア情報学」「経営・社会情報学」「情報数理工学」「コ

ンピュータサイエンス」「デザイン思考・データサイエンスプログラム」のいずれかの教

育プログラムで専門性を高める。 

本プログラムにおいては、１年次から徹底的に IMDAQ とリテラシーレベルのデータサ

イエンス教育を行う。２年次から応用基礎レベルのデータサイエンス及びイノベーショ

ンに必要なデザイン思考等を学んでいく。具体的には、データサイエンスに関する専門

科目のほか、企業の実際の課題に対し分析モデルを構築してその精度を競い合う世界最

大の機械学習競技会である Kaggle の Grandmaster 等による講義、データサイエンス実

務者によるブートキャンプ、連携企業へのインターンシップなどを行い、４年次ではキ

ャップストーンプロジェクトを行う。卒業研究では３年次までの講義、演習、実験で学

んだ多くの専門知識をもとに、研究テーマを設定し、文献調査や実験、理論的な考察な

どを行い、その結果を口頭での発表や論文にまとめることを行う。 

また、教員の配置や新規採用によって定員増加に対応する計画のため、定員増加後も

学生に対してきめ細やかな教育方法及び履修指導を行うことができ、同等以上の内容が

担保される。 

8 電気通信大学学則 

 https://www.uec.ac.jp/about/basicinfo/rule/pdf/2004A001.pdf 
9 電気通信大学情報理工学域履修規程

https://www.uec.ac.jp/about/basicinfo/rule/pdf/2015B032.pdf
10 令和５年度入学生用学修要覧 

http://kyoumu.office.uec.ac.jp/youran/youran2023-gakuiki.pdf
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（ウ）教員組織の変更内容

現在、学域全体の収容定員 2,944 名に対して、学域を担当する専任教員数は 268名で

あり、旧大学設置基準第 13 条別表第一及び第二に定める「大学全体の必要教員数」76名

に対し、大幅な余裕がある【資料 11】。なお、教員一人あたりの学生数は約 10.98人であ

る。 

本プログラム拡充による収容定員の完成年度である令和９年度においては、学域全体

の収容定員 3,064 名に対して、学域を担当する専任教員数は 279 名であり、旧大学設置

基準第 13 条別表第一及び第二に定める「大学全体の必要教員数」77 名に対し、大幅な

余裕がある【資料 12】。なお、教員一人あたりの学生数は約 10.98人である。 

上記のように、令和９年度の学域全体においても、「大学全体の必要教員数」は問題な

く基準を満たし、また教員一人あたりの学生数は約 10.98 人と変わらず、令和５年度と

同等の教員組織は担保される。なお、本プログラムを設置したⅠ類（情報系）は、既に

令和５年４月に外部から国際的なトップデータサイエンティスト１名を招聘しているほ

か、さらなる実務家教員の採用を予定している。 

（エ）大学全体の施設・設備の変更内容

本学は、大学設置基準（令和４年 10月 1日改正）「第八章 校地、校舎等の施設及び

設備等（第三十四条～第四十条の四）」の基準を以下のとおり満たしている。 

・第三十四条（校地）、第三十六条（校舎）、第三十七条（校地の面積）、第三十七条の

二（校舎の面積）

本認可申請書ファイル「01_基本計画書[2]基本計画書」「03_図面[10]校地校舎等の図

面」を参照。

・第三十五条（運動場等）及び第三十八条（教育研究上必要な資料及び図書館）

・運動場、体育館その他のスポーツ施設、講堂及び寄宿舎、課外活動施設その他の厚

生補導施設【資料 13】

・図書館【資料 14】

また、本学は、「UEC ビジョン ～beyond 2020～」を掲げ、「共創進化スマート社会」

の実現に貢献し、自らも共創進化スマート大学となるビジョンの実現に向けて策定した

｢共創進化型イノベーション・コモンズマスタープラン（令和５年３月）11」に基づきキ

ャンパス整備を進めており、令和５年度以降に「地域中核・特色ある研究大学の連携に

よる産学官連携・共同研究の施設整備事業」を活用して「共創進化型自立分散エネルギ

ー・ネットワーク共創拠点【資料 15】」を新築することが決定している。 

11 電気通信大学 共創進化型イノベーション・コモンズマスタープラン（令和５年３月） 

https://www.uec.ac.jp/about/pdf/campus_masterplan_2022.pdf 
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このように既存の施設・設備に加えて、令和５年度以降に「共創進化型自立分散エネ

ルギー・ネットワーク共創拠点」が竣工することで、より充実した環境の施設・設備を

学生に提供できる。さらに本学では、令和６年度概算要求において、「共創進化型イノベ

ーション・コモンズ（共創拠点）」として、ソフトとハード、リアルとバーチャルが融合

し、実証研究実験等多用途に活用可能な新たな価値を生み出していくことのできる「共

創進化棟（仮称）【資料 16】」を計画している。 

-学則変更の趣旨（本文）ー7-



学則変更の趣旨等を記載した書類（資料） 

目次 

教育課程等の概要..........................................................2 

資料 1 成長分野を支える理系人材の輩出状況................................36 

資料 2 不足する IT 人材...................................................38 

資料 3 Digital competitiveness ranking 2020 and 2021.....................39 

資料 4 今後３年間で採用・育成したいデータサイエンティストの人材像........40 

資料 5 「デザイン思考・データサイエンスプログラム」の設置................41 

資料 6 「デザイン思考・データサイエンスプログラム」の設置................42 

資料 7 ディプロマ・ポリシー..............................................43 

資料 8 カリキュラム・ポリシー............................................44

資料 9 アドミッション・ポリシー................... ......................53

資料 10 学修要覧(デザイン思考・データサイエンスプログラム) ..............55 

資料 11 設置基準上で必要な専任教員数について（R5.5.1）...................61 

資料 12 設置基準上で必要な専任教員数について（R9予定）..................62 

資料 13 運動場、体育館その他のスポーツ施設、講堂及び寄宿舎、 

課外活動施設その他の厚生補導施設................................63 

資料 14 図書館..........................................................65 

資料 15 共創進化型自立分散エネルギー・ネットワーク共創拠点..............66 

資料 16 令和 6年度 要求１（調布）共創進化棟（仮称）.....................67 

-学則変更の趣旨（資料）ー1-



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

哲学Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

哲学Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

倫理学Ａ 2･3前 2 ○ 1

倫理学Ｂ 2･3後 2 ○ 1

心理学Ａ 2･3前 2 ○ 1

心理学Ｂ 2･3後 2 ○ 1

歴史学Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

歴史学Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

科学史Ａ 2･3前 2 ○ 1

科学史Ｂ 2･3後 2 ○ 1

文学Ａ 2･3前 2 ○ 1

文学Ｂ 2･3後 2 ○ 1

美術Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

美術Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

音楽Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

音楽Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

経済学Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

経済学Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

社会学Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

社会学Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

法学Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

法学Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

政治学Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

政治学Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

地理学Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

地理学Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

社会思想史Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

社会思想史Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

文化人類学Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

文化人類学Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

技術史 2･3前 2 ○ 1

1前 1 ○ 1 1 兼8

1前 1 ○ 1 1 兼11

1後 1 ○ 1 1 兼8

1後 1 ○ 1 1 兼11

2前 1 ○ 1 2 兼10

2後 1 ○ 1 2 兼10

独語第一 1･2前 1 ○ 兼3

独語第二 1･2後 1 ○ 兼3

仏語第一 1･2前 1 ○ 1 兼2

仏語第二 1･2後 1 ○ 1 兼2

露語第一 1･2前 1 ○ 1 兼1

露語第二 1･2後 1 ○ 1 兼1

中国語第一 1･2前 1 ○ 兼4

中国語第二 1･2後 1 ○ 兼4

韓国朝鮮語第一 1･2前 1 ○ 兼2

韓国朝鮮語第二 1･2後 1 ○ 兼2

選択独語第一 1･2･3･4前 1 ○ 1 兼2

選択独語第二 1･2･3･4後 1 ○ 1 兼2

Academic Written EnglishⅠ

Academic Written English Ⅱ

Academic Spoken English Ⅰ

Academic English for the Second Year Ⅰ

Academic Spoken English Ⅱ

Academic English for the Second Year Ⅱ

別記様式第２号（その２の１）

授業形態単位数 専任教員等の配置

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

配当年次授業科目の名称 備考

（情報理工学域Ⅰ類（情報系））

総
合
文
化
科
目
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選択仏語第一 1･2･3･4前 1 ○ 兼1

選択仏語第二 1･2･3･4後 1 ○ 兼1

選択露語第一 1･2･3･4前 1 ○ 1

選択露語第二 1･2･3･4後 1 ○ 1

選択中国語第一 1･2･3･4前 1 ○ 1 兼2

選択中国語第二 1･2･3･4後 1 ○ 1 兼2

選択韓国朝鮮語第一 1･2･3･4前 1 ○ 兼1

選択韓国朝鮮語第二 1･2･3･4後 1 ○ 兼1

英語演習 2前･後 2 ○ 1 4

独語演習 2前 2 ○ 1 兼2

独語運用演習 2後 2 ○ 1 兼2

仏語演習 2前 2 ○ 兼1

仏語運用演習 2後 2 ○ 兼1

露語演習 2前 2 ○ 1

露語運用演習 2後 2 ○ 1

中国語演習 2前 2 ○ 1 兼3

中国語運用演習 2後 2 ○ 1 兼3

韓国朝鮮語演習 2前 2 ○ 兼1

韓国朝鮮語運用演習 2後 2 ○ 兼1

日本語演習 2後 2 ○ 1 兼1

日本語第一 1前 2 ○ 1 1

日本語第二 1後 2 ○ 1 1

日本語第三 2前 2 ○ 1 兼2

日本文化Ａ 1前 2 ○ 1 兼1

日本文化Ｂ 1後 2 ○ 1 兼1

日本文化Ｃ 2前 2 ○ 1 兼1

日本文化Ｄ 2後 2 ○ 1 兼1

日本文化Ｅ 2前 2 ○ 1

健康・体力つくり実習 1･2通 1 ○ 2 1

健康論 1･2後 1 ○ 2 1

生涯スポーツ演習Ａ 2･3･4前 1 ○ 3 2

生涯スポーツ演習Ｂ 2･3･4後 1 ○ 3 2

生涯スポーツ演習Ｃ 2･3･4前 1 ○ 3 2 【集中】

生涯スポーツ演習Ｄ 2･3･4後 1 ○ 3 2 【集中】

宇宙・地球科学 1･2後 2 ○ 兼1

物理学概論第三 2･3前 2 ○ 1

生物学 1･2・3後 2 ○ 1 1

化学とエネルギー 2･3前 2 ○ 1

材料化学 1･2後 2 ○ 1

現代数学入門Ａ 2･3前 2 ○ 1

現代数学入門Ｂ 2･3前 2 ○ 1

数学の哲学 3･4前 2 ○ 兼1

人間と外交 3･4前 2 ○ 兼1

日本の内政と外交 3･4前 2 ○ 兼1

現代の世界政治 3･4後 2 ○ 兼1

心の科学 3･4後 2 ○ 1

認知科学 3･4前 2 ○ 1

江戸の社会と数学 3･4前 2 ○ 1

伝統科学と近代科学の相克 3･4後 2 ○ 1

現代の教育 3･4前 2 ○ 1

教育と憲法（日本国憲法） 3･4後 2 ○ 兼1

教育の歴史 3･4後 2 ○ 1 【隔年】

人間と教育 3･4後 2 ○ 1 【隔年】

科学技術と人間 3･4前 2 ○ 兼2

環境論 3･4後 2 ○ 1

倫理学と哲学の間 3･4後 2 ○ 1
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ドイツ倫理学 3･4前 2 ○ 1

英米倫理学 3･4後 2 ○ 1

日本語表現法 3･4前 2 ○ 1

日本語読解法 3･4後 2 ○ 1

3･4前 2 ○ 1 【隔年】

3･4後 2 ○ 1 【隔年】

Research Presentation 3･4前 2 ○ 1 【隔年】

3･4後 2 ○ 1 【隔年】

3･4後 2 ○ 1 【隔年】

3･4前 2 ○ 1 【隔年】

3･4前 2 ○ 1 【隔年】

3･4後 2 ○ 1 【隔年】

外国語とその運用A 【独語】 3･4前 2 ○ 1

外国語とその運用A 【仏語】 3･4前 2 ○ 兼1

外国語とその運用A 【露語】 3･4前 2 ○ 1

外国語とその運用A 【中国語】 3･4前 2 ○ 1

外国語とその運用A 【韓国朝鮮語】 3･4前 2 ○ 兼1

外国語とその運用B 【独語】 3･4後 2 ○ 1

外国語とその運用B 【仏語】 3･4後 2 ○ 兼1

外国語とその運用B 【露語】 3･4後 2 ○ 1

外国語とその運用B 【中国語】 3･4後 2 ○ 1

外国語とその運用B 【韓国朝鮮語】 3･4後 2 ○ 兼1

比較文化論 3･4前 2 ○ 兼1

地域文化論 3･4後 2 ○ 1

文化干渉論 3･4前 2 ○ 1

国際文化論 3･4後 2 ○ 1

文化形態論 3･4前 2 ○ 1

文化と言語 3･4後 2 ○ 兼1

日本語とコミュニケーションA 3･4前 2 ○ 1 1

日本語とコミュニケーションB 3･4後 2 ○ 1

現代物理学を創った人々 3･4前 2 ○ 3 1 【隔年】

サイエンス・コミュニケーション演習 3前 2 ○ 1 【集中】

物理学の発展と最前線 3･4後 2 ○ 1 【隔年】

応用代数学 3･4後 2 ○ 1

現代化学 3･4後 2 ○ 1

情報と職業 3･4前 2 ○ 1

日本の科学と技術A 3･4前 2 ○ 2

日本の科学と技術B 3･4後 2 ○ 1

身体運動のバイオメカニクス 3･4前 2 ○ 1

運動と筋の科学 3･4前 2 ○ 1

健康の科学 3･4後 2 ○ 2 2

エイジングの健康科学 3･4前 2 ○ 1

スポーツとコミュニケーション 3･4後 2 ○ 1

体力の科学 3･4後 2 ○ 1

日常生活の対人関係 3･4前 2 ○ 1

メンタルヘルス論 3･4後 2 ○ 1 1

3･4前 2 ○ 1 【隔年】

3･4後 2 ○ 1 【隔年】

Research Presentation 3･4前 2 ○ 1 【隔年】

3･4後 2 ○ 1 【隔年】

3･4後 2 ○ 1 【隔年】

3･4前 2 ○ 1 【隔年】

3･4前 2 ○ 1 【隔年】

3･4後 2 ○ 1 【隔年】

1前～4後 2 ○ 1

2前～4後 2 ○ 1

UEC Academic Skills Ⅰ(Computer Literacy)

UEC Academic Skills Ⅱ (Information Literacy and Research)

Preparation for Graduate School

Advanced Reading in Academic English

Preparation for Graduate School

Reading Scientific Research

Preparation for Overseas Study

Reading Scientific Research

Research Writing

Advanced Reading in Academic English

English for Interpersonal Communication

Research Writing

English for Interpersonal Communication

English for Intercultural Communication

English for Intercultural Communication

Preparation for Overseas Study

-学則変更の趣旨（資料）ー4-



3前～4後 2 ○ 1

3･4前 2 ○ 1

海外語学研修Ⅰ 1前～4前 1 ○ 1 【集中】

海外語学研修Ⅱ 1前～4前 2 ○ 1 【集中】

学域特別講義Ａ 1 4 1

学域特別講義Ｂ 2 3

－ 14 276 10 23 19 2 1 0 兼52

基礎科学実験Ａ１ 1前･後 1 ○ 4

基礎科学実験Ａ２ 1前･後 1 ○ 3

基礎科学実験Ｂ１ 1前･後 1 ○ 2 1

基礎科学実験Ｂ２ 1前･後 1 ○ 2 1

コンピュータリテラシー　 1前 2 ○ 6 2 1 2

2前 2 ○ 1

3前 1 ○ 1

キャリア教育基礎 1前 2 ○ 1 兼1

キャリア教育リーダー 3前 2 ○ 1

キャリアデザイン 2後 2 ○ 2 ※演習

イノベイティブ総合コミュ二ケーションデザイン1 3前 2 ○ 1

イノベイティブ総合コミュ二ケーションデザイン2 3後 2 ○ 1

インターンシップ 3前 2 ○ 7 1

インターンシップ（海外） 3前 2 ○ 7 1

ベンチャービジネス概論 3･4後 2 ○ 2

知的財産権 3･4後 2 ○ 1

技術者倫理 3･4後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1 2 兼7

3後 2 ○ 1 2 兼7

－ 13 20 0 18 17 1 2 0 兼9

微分積分学第一 1前 2 ○ 7 兼3

微分積分学第二 1後 2 ○ 2 4 兼2

線形代数学第一 1前 2 ○ 2 4 兼4

線形代数学第二 1後 2 ○ 3 4 兼4

解析学 1後 2 ○ 1 3 兼2

数学演習第一 1前 1 ○ 3 兼4

数学演習第二 1後 1 ○ 3 兼4

物理学概論第一 1前 2 ○ 7 6 兼2

物理学概論第二 1後 2 ○ 8 4 兼2

化学概論第一 1前 2 ○ 5 4 兼2

基礎プログラミングおよび演習 1後 2 ○ 4 5 3

物理学演習第一 1前 1 ○ 3

物理学演習第二 1後 1 ○ 3

化学概論第二 1後 2 ○ 2 1

－ 18 6 0 28 27 0 3 0 兼17

離散数学 1後 2 ○ 2 1

確率論 2前 2 ○ 3

計算機通論 2前 2 ○ 1 2

論理設計学 2前 2 ○ 2 1

プログラミング通論 2前 2 ○ 1 1 兼1

情報領域演習第一 1後 1 ○ 1

情報領域演習第二 2前 1 ○ 1

情報領域演習第三 2後 1 ○ 1 2

アルゴリズム論第一 2後 2 ○ 3 1

電気・電子回路 2前 2 ○ 2

複素関数論 2前 2 ○ 2

統計学 2後 2 ○ 1 1

オペレーションズ・リサーチ基礎 2後 2 ○ 1 兼1

応用数学第一 2後 2 ○ 1 1

実
践
教
育
科
目

UEC Academic Skills Ⅲ (Publishing Literacy and Research)

小計（167科目）

小計（14科目） －

専
門
科
目

理
数
基
礎
科
目

類
共
通
基
礎
科
目
　
①
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

－

Technical English – Basic English for Science

Technical English – Intermediate English for Science

小計（19科目）

データサイエンス演習

Introduction to Computational Methods in Science and
Engineering

－

総合コミュニケーション科学 
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コンピュータネットワーク 2後 2 ○ 2

コンピュータ設計論 2後 2 ○ 2

離散数学 1後 2 ○ 2 1

確率論 2前 2 ○ 3

計算機通論 2前 2 ○ 1 2

論理設計学 2前 2 ○ 2 1

プログラミング通論 2前 2 ○ 1 1 兼1

情報領域演習第一 1後 1 ○ 1

情報領域演習第二 2前 1 ○ 1

情報領域演習第三 2後 1 ○ 1 2

アルゴリズム論第一 2後 2 ○ 3 1

電気・電子回路 2前 2 ○ 2

複素関数論 2前 2 ○ 2

統計学 2後 2 ○ 1 1

オペレーションズ・リサーチ基礎 2後 2 ○ 1 兼1

応用数学第一 2後 2 ○ 1 1

コンピュータネットワーク 2後 2 ○ 2

コンピュータ設計論 2後 2 ○ 2

離散数学 1後 2 ○ 2 1

確率論 2前 2 ○ 3

計算機通論 2前 2 ○ 1 2

論理設計学 2前 2 ○ 2 1

プログラミング通論 2前 2 ○ 1 1 兼1

情報領域演習第一 1後 1 ○ 1

情報領域演習第二 2前 1 ○ 1

情報領域演習第三 2後 1 ○ 1 2

アルゴリズム論第一 2後 2 ○ 3 1

電気・電子回路 2前 2 ○ 2

複素関数論 2前 2 ○ 2

統計学 2後 2 ○ 1 1

オペレーションズ・リサーチ基礎 2後 2 ○ 1 兼1

応用数学第一 2後 2 ○ 1 1

コンピュータネットワーク 2後 2 ○ 2

コンピュータ設計論 2後 2 ○ 2

離散数学 1後 2 ○ 2 1

確率論 2前 2 ○ 3

計算機通論 2前 2 ○ 1 2

論理設計学 2前 2 ○ 2 1

プログラミング通論 2前 2 ○ 1 1 兼1

情報領域演習第一 1後 1 ○ 1

情報領域演習第二 2前 1 ○ 1

情報領域演習第三 2後 1 ○ 1 2

アルゴリズム論第一 2後 2 ○ 3 1

電気・電子回路 2前 2 ○ 2

複素関数論 2前 2 ○ 2

統計学 2後 2 ○ 1 1

オペレーションズ・リサーチ基礎 2後 2 ○ 1 兼1

応用数学第一 2後 2 ○ 1 1

コンピュータネットワーク 2後 2 ○ 2

コンピュータ設計論 2後 2 ○ 2

離散数学 1後 2 ○ 2 1

確率論 2前 2 ○ 3

計算機通論 2前 2 ○ 1 2

論理設計学 2前 2 ○ 2 1

プログラミング通論 2前 2 ○ 1 1 兼1

情報領域演習第一 1後 1 ○ 1

類
共
通
基
礎
科
目
　
②
経
営
・
社
会
情
報
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

類
共
通
基
礎
科
目
　
③
情
報
数
理
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

類
共
通
基
礎
科
目
　
④
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

類
共
通
基
礎
科
目
　
⑤
デ
ザ
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情報領域演習第二 2前 1 ○ 1

情報領域演習第三 2後 1 ○ 1 2

アルゴリズム論第一 2後 2 ○ 3 1

電気・電子回路 2前 2 ○ 2

複素関数論 2前 2 ○ 2

統計学 2後 2 ○ 1 1

オペレーションズ・リサーチ基礎 2後 2 ○ 1 兼1

応用数学第一 2後 2 ○ 1 1

コンピュータネットワーク 2後 2 ○ 2

コンピュータ設計論 2後 2 ○ 2

メディア情報学プログラミング演習 2後 1 ○ 1

プログラミング言語実験 3前 2 ○ 1

メディア情報学実験 3後 2 ○ 1 1

輪講A 4前 1 ○ 2

輪講B 4後 1 ○ 2

卒業研究A 4前 3 ○ 2

卒業研究B 4後 3 ○ 2

社会情報論 2後 2 ○ 1

形式言語理論 2後 2 ○ 1 1

オペレーティングシステム論 3前 2 ○ 1

幾何学概論 3前 2 ○ 1

情報通信システム 3前 2 ○ 1 1

人間工学 3前 2 ○ 1

インタラクティブシステム 3前 2 ○ 1

コミュニケーション論 3前 2 ○ 1

メディア分析法 3前 2 ○ 1

メディアリテラシー 3前 2 ○ 1

ソフトウェア工学 3後 2 ○ 1 兼1

進化計算論 3後 2 ○ 1

ユビキタスネットワーク 3後 2 ○ 1

言語認知工学 3後 2 ○ 1

物体認識論 3後 2 ○ 1

ビジュアル情報処理 3前 2 ○ 1

メディア論 3後 2 ○ 1

音響信号処理 3後 2 ○ 1

情報工学工房 1～4通 2 ○ 1 ※演習

基礎数学演習第一 1前 1 ○ 1

基礎数学演習第二 1後 1 ○ 1

基礎物理学演習第一 1前 1 ○ 2 1

基礎物理学演習第二 1後 1 ○ 2 1

情報処理演習第一 2前 2 ○ 1

情報処理演習第二 2後 2 ○ 1

マルチメディア処理 2後 2 ○ 1 1

プログラミング言語実験 3前 2 ○ 1

経営・社会情報学実験 3後 2 ○ 2

輪講A 4前 1 ○ 2

輪講B 4後 1 ○ 2

卒業研究A 4前 3 ○ 2

卒業研究B 4後 3 ○ 2

社会情報論 2後 2 ○ 1

生産管理 2後 2 ○ 1

品質管理第一 2後 2 ○ 1

品質管理第二 3後 2 ○ 1

オペレーティングシステム論 3前 2 ○ 1

幾何学概論 3前 2 ○ 1

情報通信システム 3前 2 ○ 1 1

類
専
門
科
目
　
①
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

類
専
門
科
目
　
②
経
営
・
社
会
情
報
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

イ
ン
思
考
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
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人間工学 3前 2 ○ 1

コミュニケーション論 3前 2 ○ 1

多変量解析 3前 2 ○ 兼1

オペレーションズ・リサーチ第一 3前 2 ○ 1

オペレーションズ・リサーチ第二 3後 2 ○ 1

ソフトウェア工学 3後 2 ○ 1 兼1

言語認知工学 3後 2 ○ 1

マーケティング科学 3後 2 ○ 1

信頼性工学 3後 2 ○ 1

金融工学 3後 2 ○ 兼1

情報工学工房 1～4通 2 ○ 1 ※演習

基礎数学演習第一 1前 1 ○ 1

基礎数学演習第二 1後 1 ○ 1

基礎物理学演習第一 1前 1 ○ 2 1

基礎物理学演習第二 1後 1 ○ 2 1

情報処理演習第一 2前 2 ○ 1

情報処理演習第二 2後 2 ○ 1

マルチメディア処理 2後 2 ○ 1 1

数値計算 2後 2 ○ 1 1

オペレーティングシステム論 3前 2 ○ 1

情報数理工学実験第一 3前 4 ○ 1

情報数理工学実験第二A 3後 2 ○ 2 1

情報数理工学実験第二B 3後 2 ○ 2 1

輪講A 4前 1 ○ 2

輪講B 4後 1 ○ 2

卒業研究A 4前 3 ○ 2

卒業研究B 4後 3 ○ 2

形式言語理論 2後 2 ○ 1 1

幾何学概論 3前 2 ○ 1

数値解析 3前 2 ○ 1

アルゴリズム論第二 3前 2 ○ 1

言語処理系論 3前 2 ○ 兼1

ヒューマンインタフェース 3前 2 ○ 1

プログラム言語論 3前 2 ○ 1

データベース論 3前 2 ○ 1

応用数学第二 3前 2 ○ 1

グラフとネットワーク 3前 2 ○ 1

シミュレーション理工学 3前 2 ○ 2

情報通信システム 3前 2 ○ 1 1

データサイエンス 3前 2 ○ 1

ソフトウェア工学 3後 2 ○ 1 兼1

3後 2 ○ 1

ゲーム情報学 3後 2 ○ 1

数理計画法 3後 2 ○ 1

離散数理工学 3後 2 ○ 1

計算理論 3後 2 ○ 2

コンピュータグラフィックス 3後 2 ○ 1

知的情報処理 3後 2 ○ 1

情報工学工房 1～4通 2 ○ 1 ※演習

基礎数学演習第一 1前 1 ○ 1

基礎数学演習第二 1後 1 ○ 1

基礎物理学演習第一 1前 1 ○ 2 1

基礎物理学演習第二 1後 1 ○ 2 1

情報処理演習第一 2前 2 ○ 1

情報処理演習第二 2後 2 ○ 1

マルチメディア処理 2後 2 ○ 1 1

ハイパフォーマンスコンピューティング

類
専
門
科
目
　
③
情
報
数
理
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
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数値計算 2後 2 ○ 1 1

オペレーティングシステム論 3前 2 ○ 1

3前 4 ○ 1

3後 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1 1

輪講A 4前 1 ○ 2

輪講B 4後 1 ○ 2

卒業研究A 4前 3 ○ 2

卒業研究B 4後 3 ○ 2

形式言語理論 2後 2 ○ 1 1

幾何学概論 3前 2 ○ 1

数値解析 3前 2 ○ 1

アルゴリズム論第二 3前 2 ○ 1

言語処理系論 3前 2 ○ 兼1

ヒューマンインタフェース 3前 2 ○ 1

プログラム言語論 3前 2 ○ 1

データベース論 3前 2 ○ 1

応用数学第二 3前 2 ○ 1

グラフとネットワーク 3前 2 ○ 1

シミュレーション理工学 3前 2 ○ 2

情報通信システム 3前 2 ○ 1 1

データサイエンス 3前 2 ○ 1

ソフトウェア工学 3後 2 ○ 1 兼1

3後 2 ○ 1

ゲーム情報学 3後 2 ○ 1

数理計画法 3後 2 ○ 1

離散数理工学 3後 2 ○ 1

計算理論 3後 2 ○ 2

コンピュータグラフィックス 3後 2 ○ 1

知的情報処理 3後 2 ○ 1

情報工学工房 1～4通 2 ○ 1 ※演習

基礎数学演習第一 1前 1 ○ 1

基礎数学演習第二 1後 1 ○ 1

基礎物理学演習第一 1前 1 ○ 2 1

基礎物理学演習第二 1後 1 ○ 2 1

情報処理演習第一 2前 2 ○ 1

情報処理演習第二 2後 2 ○ 1

マルチメディア処理 2後 2 ○ 1 1

メディア情報学プログラミング演習 2後 1 ○ 1

プログラミング言語実験 3前 2 ○ 1

データサイエンス実践演習１ 3前 1 ○ 1

データサイエンス実践演習２ 4前 1 ○ 1

データサイエンス実験 3後 1 ○ 1

デザイン思考概論 3後 2 ○ 1

システム思考概論 4前 2 ○ 1

輪講A 4前 2 ○ 2

輪講B 4後 1 ○ 2

卒業研究A 4前 1 ○ 2

卒業研究B 4後 3 ○ 2

社会情報論 2後 3 ○ 1

形式言語理論 2後 2 ○ 1 1

オペレーティングシステム論 3前 2 ○ 1

統計学第二 3前 2 ○ 1

情報通信システム 3前 2 ○ 1 1

人間工学 3前 2 ○ 1

社会シミュレーション 3前 2 ○ 1

類
専
門
科
目
　
④
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

ハイパフォーマンスコンピューティング

コンピュータサイエンス実験第一

コンピュータサイエンス実験第二A

コンピュータサイエンス実験第二B

類
専
門
科
目
　
⑤
デ
ザ
イ
ン
思
考
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
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コミュニケーション論 3前 2 ○ 1

多変量解析 3前 2 ○ 兼1

メディア分析法 3前 2 ○ 1

メディアリテラシー 3前 2 ○ 1

ソフトウェア工学 3後 2 ○ 1 兼1

ユビキタスネットワーク 3後 2 ○ 1

言語認知工学 3後 2 ○ 1

ビジュアル情報処理 3前 2 ○ 1

メディア論 3後 2 ○ 1

金融工学 3後 2 ○ 兼1

情報工学工房 1～4通 2 ○ 1 ※演習

基礎数学演習第一 1前 2 ○ 1

基礎数学演習第二 1後 1 ○ 1

基礎物理学演習第一 1前 1 ○ 2 1

基礎物理学演習第二 1後 1 ○ 2 1

情報処理演習第一 2前 1 ○ 1

情報処理演習第二 2後 2 ○ 1

マルチメディア処理 2後 2 ○ 1 1

－ 162 304 10 46 24 1 4 0 兼4

Advanced Communication Engineering and Informatics Ⅰ 2 ○ 1

Advanced Communication Engineering and Informatics Ⅱ 2 ○ 1

Advanced Communication Engineering and Informatics Ⅲ 2 ○ 1

Advanced Communication Engineering and Informatics Ⅳ 2 ○ 1

Topics in Informatics Ⅰ 2 ○ 1

Topics in Informatics Ⅱ 2 ○ 1

－ 0 12 0 3 3 0 0 0 －

－ 207 618 20 90 77 3 10 0 兼80

小計（6科目）

　（１）各科目区分における「小計」の欄及び「合計」の欄には，当該専門職大学の全課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教
　　　員等の配置」に加え，前期課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教員等の配置」を併記すること。

５　「授業形態」の欄は，各授業科目について，該当する授業形態の欄に「○」を記入すること。ただし，専門職大学等又は専門職
　学科を設ける大学若しくは短期大学の授業科目のうち，臨地実務実習については「実験・実習」の欄に「臨」の文字を，連携実務
　演習等については「演習」又は「実験・実習」の欄に「連」の文字を記入すること。
６　課程を前期課程及び後期課程に区分する専門職大学若しくは専門職大学の学部等を設置する場合又は前期課程及び後期課程に区
　分する専門職大学の課程を設置し，若しくは変更する場合は，次により記入すること。

　考に係るものを含む。）についても作成すること。

2学期

15週

（注）

　門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関する基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備

90分

①メディア情報学プログラム
　総合文化科目27単位以上（うち必修８単位）、実践教育科目17単位以上（うち必修13単位）、専門科
目76単位以上（うち必修46単位）、共通単位８単位以上、合計128単位以上を修得すること。

②経営・社会情報学プログラム
　総合文化科目27単位以上（うち必修８単位）、実践教育科目17単位以上（うち必修13単位）、専門科
目77単位以上（うち必修45単位）、共通単位７単位以上、合計128単位以上を修得すること。

③情報数理工学プログラム
　総合文化科目27単位以上（うち必修８単位）、実践教育科目17単位以上（うち必修13単位）、専門科
目77単位以上（うち必修53単位）、共通単位７単位以上、合計128単位以上を修得すること。

④コンピュータサイエンスプログラム
　総合文化科目27単位以上（うち必修８単位）、実践教育科目17単位以上（うち必修13単位）、専門科
目77単位以上（うち必修53単位）、共通単位７単位以上、合計128単位以上を修得すること。

⑤デザイン思考・データサイエンスプログラム
　総合文化科目27単位以上（うち必修８単位）、実践教育科目17単位以上（うち必修13単位）、専門科
目77単位以上（うち必修55単位）、共通単位７単位以上、合計128単位以上を修得すること。

（履修科目の登録の上限：26単位（各学期。ただし、直前の学期のGPAが2.5以上の場合、次学期は30単
位まで履修可能。）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

小計（256科目）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科における通信

学位又は称号

国
際
科
目

－

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。
３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

１時限の授業時間

　受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書類を作成する必要はない。

２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受け

１学年の学期区分

　教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与する学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専

１学期の授業期間

　ようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を

授業期間等

－

－

学位又は学科の分野

合計（462科目）

学士（工学） 工学
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　　　方法を併記すること。

　（２）「学位又は称号」の欄には，当該専門職大学を卒業した者に授与する学位に加え，当該専門職大学の前期課程を修了した者
　　　に授与する学位を併記すること。
　（３）「卒業・修了要件及び履修方法」の欄には，当該専門職大学の卒業要件及び履修方法に加え，前期課程の修了要件及び履修
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

哲学Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

哲学Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

倫理学Ａ 2･3前 2 ○ 1

倫理学Ｂ 2･3後 2 ○ 1

心理学Ａ 2･3前 2 ○ 1

心理学Ｂ 2･3後 2 ○ 1

歴史学Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

歴史学Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

科学史Ａ 2･3前 2 ○ 1

科学史Ｂ 2･3後 2 ○ 1

文学Ａ 2･3前 2 ○ 1

文学Ｂ 2･3後 2 ○ 1

美術Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

美術Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

音楽Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

音楽Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

経済学Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

経済学Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

社会学Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

社会学Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

法学Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

法学Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

政治学Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

政治学Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

地理学Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

地理学Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

社会思想史Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

社会思想史Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

文化人類学Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

文化人類学Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

技術史 2･3前 2 ○ 1

1前 1 ○ 1 1 兼8

1前 1 ○ 1 1 兼11

1後 1 ○ 1 1 兼8

1後 1 ○ 1 1 兼11

2前 1 ○ 1 2 兼10

2後 1 ○ 1 2 兼10

独語第一 1･2前 1 ○ 兼3

独語第二 1･2後 1 ○ 兼3

仏語第一 1･2前 1 ○ 1 兼2

仏語第二 1･2後 1 ○ 1 兼2

露語第一 1･2前 1 ○ 1 兼1

露語第二 1･2後 1 ○ 1 兼1

中国語第一 1･2前 1 ○ 兼4

中国語第二 1･2後 1 ○ 兼4

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（情報理工学域Ⅱ類（融合系））

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

総
合
文
化
科
目

Academic English for the Second Year Ⅰ

Academic English for the Second Year Ⅱ

Academic Written EnglishⅠ

Academic Spoken English Ⅰ

Academic Written English Ⅱ

Academic Spoken English Ⅱ
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韓国朝鮮語第一 1･2前 1 ○ 兼2

韓国朝鮮語第二 1･2後 1 ○ 兼2

選択独語第一 1･2･3･4前 1 ○ 1 兼2

選択独語第二 1･2･3･4後 1 ○ 1 兼2

選択仏語第一 1･2･3･4前 1 ○ 兼1

選択仏語第二 1･2･3･4後 1 ○ 兼1

選択露語第一 1･2･3･4前 1 ○ 1

選択露語第二 1･2･3･4後 1 ○ 1

選択中国語第一 1･2･3･4前 1 ○ 1 兼2

選択中国語第二 1･2･3･4後 1 ○ 1 兼2

選択韓国朝鮮語第一 1･2･3･4前 1 ○ 兼1

選択韓国朝鮮語第二 1･2･3･4後 1 ○ 兼1

英語演習 2前･後 2 ○ 1 4

独語演習 2前 2 ○ 1 兼2

独語運用演習 2後 2 ○ 1 兼2

仏語演習 2前 2 ○ 兼1

仏語運用演習 2後 2 ○ 兼1

露語演習 2前 2 ○ 1

露語運用演習 2後 2 ○ 1

中国語演習 2前 2 ○ 1 兼3

中国語運用演習 2後 2 ○ 1 兼3

韓国朝鮮語演習 2前 2 ○ 兼1

韓国朝鮮語運用演習 2後 2 ○ 兼1

日本語演習 2後 2 ○ 1 兼1

日本語第一 1前 2 ○ 1 1

日本語第二 1後 2 ○ 1 1

日本語第三 2前 2 ○ 1 兼2

日本文化Ａ 1前 2 ○ 1 兼1

日本文化Ｂ 1後 2 ○ 1 兼1

日本文化Ｃ 2前 2 ○ 1 兼1

日本文化Ｄ 2後 2 ○ 1 兼1

日本文化Ｅ 2前 2 ○ 1

健康・体力つくり実習 1･2通 1 ○ 2 1

健康論 1･2後 1 ○ 2 1

生涯スポーツ演習Ａ 2･3･4前 1 ○ 3 2

生涯スポーツ演習Ｂ 2･3･4後 1 ○ 3 2

生涯スポーツ演習Ｃ 2･3･4前 1 ○ 3 2 【集中】

生涯スポーツ演習Ｄ 2･3･4後 1 ○ 3 2 【集中】

宇宙・地球科学 2･3前 2 ○ 兼1

物理学概論第三 2･3後 2 ○ 1

生物学 2･3前 2 ○ 1 1

化学とエネルギー 2･3後 2 ○ 1

材料化学 2･3前 2 ○ 1

現代数学入門Ａ 2･3後 2 ○ 1

現代数学入門Ｂ 2･3後 2 ○ 1

数学の哲学 3･4前 2 ○ 兼1

人間と外交 3･4前 2 ○ 兼1

日本の内政と外交 3･4前 2 ○ 兼1

現代の世界政治 3･4後 2 ○ 兼1

心の科学 3･4後 2 ○ 1

認知科学 3･4前 2 ○ 1

江戸の社会と数学 3･4前 2 ○ 1
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伝統科学と近代科学の相克 3･4後 2 ○ 1

現代の教育 3･4前 2 ○ 1

教育と憲法（日本国憲法） 3･4後 2 ○ 兼1　集中

教育の歴史 3･4後 2 ○ 1 【隔年】

人間と教育 3･4後 2 ○ 1 【隔年】

科学技術と人間 3･4前 2 ○ 兼2

環境論 3･4後 2 ○ 1

倫理学と哲学の間 3･4後 2 ○ 1

ドイツ倫理学 3･4前 2 ○ 1

英米倫理学 3･4後 2 ○ 1

日本語表現法 3･4前 2 ○ 1

日本語読解法 3･4後 2 ○ 1

3･4前 2 ○ 1 【隔年】

3･4後 2 ○ 1 【隔年】

Research Presentation 3･4前 2 ○ 1 【隔年】

3･4後 2 ○ 1 【隔年】

3･4後 2 ○ 1 【隔年】

3･4前 2 ○ 1 【隔年】

3･4前 2 ○ 1 【隔年】

3･4後 2 ○ 1 【隔年】

外国語とその運用A 【独語】 3･4前 2 ○ 1

外国語とその運用A 【仏語】 3･4前 2 ○ 兼1

外国語とその運用A 【露語】 3･4前 2 ○ 1

外国語とその運用A 【中国語】 3･4前 2 ○ 1

外国語とその運用A 【韓国朝鮮語】 3･4前 2 ○ 兼1

外国語とその運用B 【独語】 3･4後 2 ○ 1

外国語とその運用B 【仏語】 3･4後 2 ○ 兼1

外国語とその運用B 【露語】 3･4後 2 ○ 1

外国語とその運用B 【中国語】 3･4後 2 ○ 1

外国語とその運用B 【韓国朝鮮語】 3･4後 2 ○ 兼1

比較文化論 3･4前 2 ○ 兼1

地域文化論 3･4後 2 ○ 1

文化干渉論 3･4前 2 ○ 1

国際文化論 3･4後 2 ○ 1

文化形態論 3･4前 2 ○ 1

文化と言語 3･4後 2 ○ 兼1

日本語とコミュニケーションA 3･4前 2 ○ 1 1

日本語とコミュニケーションB 3･4後 2 ○ 1

現代物理学を創った人々 3･4前 2 ○ 3 1 【隔年】

サイエンス・コミュニケーション演習 3前 2 ○ 1 【集中】

物理学の発展と最前線 3･4後 2 ○ 1 【隔年】

応用代数学 3･4後 2 ○ 1

現代化学 3･4後 2 ○ 1

情報と職業 3･4前 2 ○ 1

日本の科学と技術A 3･4前 2 ○ 2

日本の科学と技術B 3･4後 2 ○ 1

身体運動のバイオメカニクス 3･4前 2 ○ 1

運動と筋の科学 3･4前 2 ○ 1

健康の科学 3･4後 2 ○ 2 2

エイジングの健康科学 3･4前 2 ○ 1

スポーツとコミュニケーション 3･4後 2 ○ 1

体力の科学 3･4後 2 ○ 1

Reading Scientific Research

Research Writing

Advanced Reading in Academic English

English for Interpersonal Communication

English for Intercultural Communication

Preparation for Overseas Study

Preparation for Graduate School

-学則変更の趣旨（資料）ー14-



日常生活の対人関係 3･4前 2 ○ 1

メンタルヘルス論 3･4後 2 ○ 1 1

3･4前 2 ○ 1 【隔年】

3･4後 2 ○ 1 【隔年】

Research Presentation 3･4前 2 ○ 1 【隔年】

3･4後 2 ○ 1 【隔年】

3･4後 2 ○ 1 【隔年】

3･4前 2 ○ 1 【隔年】

3･4前 2 ○ 1 【隔年】

3･4後 2 ○ 1 【隔年】

1前～4後 2 ○ 1

2前～4後 2 ○ 1

3前～4後 2 ○ 1

3･4前 2 ○ 1

海外語学研修Ⅰ 1前～4前 1 ○ 1 【集中】

海外語学研修Ⅱ 1前～4前 2 ○ 1 【集中】

学域特別講義Ａ 1・2・3・4 1 ○ 4 1

学域特別講義Ｂ 1・2・3・4 2 ○ 3

－ 14 276 10 23 19 2 1 0 兼52

基礎科学実験Ａ１ 1前･後 1 ○ 4

基礎科学実験Ａ２ 1前･後 1 ○ 3

基礎科学実験Ｂ１ 1前･後 1 ○ 2 1

基礎科学実験Ｂ２ 1前･後 1 ○ 2 1

コンピュータリテラシー　 1前 2 ○ 6 2 1 2

2前 2 ○ 1

3前 1※ 1※ ○ 1

キャリア教育基礎 1前 2 ○ 1 兼1

キャリア教育リーダー 3前 2 ○ 1

キャリアデザイン 2後 2 ○ 2 ※演習

イノベイティブ総合コミュ二ケーションデザイン1 3前 2 ○ 1

イノベイティブ総合コミュ二ケーションデザイン2 3後 2 ○ 1

インターンシップ 3前 2 ○ 7 1

インターンシップ（海外） 3前 2 ○ 7 1

ベンチャービジネス概論 3･4後 2 ○ 2

知的財産権 3･4後 2 ○ 1

技術者倫理 3･4後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1 2 兼7

3後 2 ○ 1 2 兼7

－ 13 21 0 18 17 1 2 0 兼9

微分積分学第一 1前 2 ○ 7 兼3

微分積分学第二 1後 2 ○ 2 4 兼2

線形代数学第一 1前 2 ○ 2 4 兼4

線形代数学第二 1後 2 ○ 3 4 兼4

解析学 1後 2 ○ 1 3 兼2

数学演習第一 1前 1 ○ 3 兼4

数学演習第二 1後 1 ○ 3 兼4

物理学概論第一 1前 2 ○ 7 6 兼2

物理学概論第二 1後 2 ○ 8 4 兼2

化学概論第一 1前 2 ○ 5 4 兼2

基礎プログラミングおよび演習 1後 2 ○ 4 5 3

物理学演習第一 1前 1 ○ 3

物理学演習第二 1後 1 ○ 3

Advanced Reading in Academic English

Preparation for Graduate School

UEC Academic Skills Ⅰ(Computer Literacy)
UEC Academic Skills Ⅱ (Information Literacy and
Research)
UEC Academic Skills Ⅲ (Publishing Literacy and
Research)
Introduction to Computational Methods in Science and
Engineering

Reading Scientific Research

Research Writing

English for Interpersonal Communication

English for Intercultural Communication

－

Technical English – Basic English for Science

Technical English – Intermediate English for Science

小計（19科目） －

専
門
科
目

理
数
基
礎
科
目

実
践
教
育
科
目

総合コミュニケーション科学 

データサイエンス演習

小計（167科目）

Preparation for Overseas Study
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化学概論第二 1後 2 ○ 2 1

－ 20 4 0 28 27 0 3 0 兼17

確率統計 2前 2 ○ 1 3

力学 1後 2 ○ 1 2

応用数学Ａ 2前 2 ○ 1 1

基礎電気回路 2前 2 ○ 3 1

基礎電磁気学 2前 2 ○ 3 1

基礎演習Ａ 2前 1 ○ 6 5

数値解析およびプログラミング演習 2前 3 ○ 2 1 ※演習

2後 3 ○ 3 ※演習

離散数学 2前 2 ○ 1 1

複素関数論 2前 2 ○ 2 1

波動と光 2前 2 ○ 2

応用数学Ｂ 2後 2 ○ 1

力学演習 2前 2 ○ 1

確率統計 2前 2 ○ 1 3

力学 1後 2 ○ 1 2

応用数学Ａ 2前 2 ○ 1 1

応用数学Ｂ 2後 2 ○ 1

基礎電気回路 2前 2 ○ 3 1

基礎電磁気学 2前 2 ○ 3 1

基礎演習Ａ 2前 1 ○ 6 5

基礎演習Ｂ 2後 1 ○ 1 1

数値解析およびプログラミング演習 2前 3 ○ 2 1 ※演習

2後 3 ○ 3 ※演習

離散数学 2前 2 ○ 1 1

複素関数論 2前 2 ○ 2 1

波動と光 2前 2 ○ 2

力学演習 2前 2 ○ 1

確率統計 2前 2 ○ 1 3

力学 1後 2 ○ 1 2

応用数学Ａ 2前 2 ○ 1 1

応用数学Ｂ 2後 2 ○ 1

基礎電気回路 2前 2 ○ 3 1

基礎電磁気学 2前 2 ○ 3 1

基礎演習Ａ 2前 1 ○ 6 5

基礎演習Ｂ 2後 1 ○ 1 1

数値解析およびプログラミング演習 2前 3 ○ 2 1 ※演習

2後 3 ○ 3 ※演習

離散数学 2前 2 ○ 1 1

複素関数論 2前 2 ○ 2 1

波動と光 2前 2 ○ 2

力学演習 2前 2 ○ 1

確率統計 2前 2 ○ 2 1

力学 1後 2 ○ 1 2

基礎電気回路 2前 2 ○ 3 1

基礎電磁気学 2前 2 ○ 3 1

力学演習 2前 2 ○ 1

基礎演習Ａ 2前 1 ○ 6 5

複素関数論 2前 2 ○ 1 3

数値解析およびプログラミング演習 2前 3 ○ 2 1 ※演習

応用数学Ａ 2前 2 ○ 1 1

小計（14科目） －

アルゴリズムとデータ構造およびプログラミング演習

類
共
通
基
礎
科
目
　
②
情
報
通
信
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

アルゴリズムとデータ構造およびプログラミング演習

類
共
通
基
礎
科
目
　
③
電
子
情
報
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

アルゴリズムとデータ構造およびプログラミング演習

類
共
通
基
礎
科
目
　
④
計
測
･
制
御
シ

類
共
通
基
礎
科
目
　
①
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ

情
報
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
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応用数学Ｂ 2後 2 ○ 1

離散数学 2前 2 ○ 1 1

波動と光 2前 2 ○ 2

2後 3 ○ 3 ※演習

基礎演習Ｂ 2後 1 ○ 1 1

確率統計 2前 2 ○ 2 1

力学 1後 2 ○ 1 2

基礎電気回路 2前 2 ○ 3 1

基礎電磁気学 2前 2 ○ 3 1

力学演習 2前 2 ○ 1

基礎演習Ａ 2前 1 ○ 6 5

複素関数論 2前 2 ○ 1 3

数値解析およびプログラミング演習 2前 3 ○ 2 1 ※演習

応用数学Ａ 2前 2 ○ 1 1

応用数学Ｂ 2後 2 ○ 1

離散数学 2前 2 ○ 1 1

波動と光 2前 2 ○ 2

2後 3 ○ 3 ※演習

基礎演習Ｂ 2後 1 ○ 1 1

プログラミング言語実験 3前 2 ○ 3

セキュリティ情報学実験 3後 2 ○ 1

輪講Ａ 4前 1 ○ 1

輪講Ｂ 4後 1 ○ 1

卒業研究Ａ 4前 3 ○ 1

卒業研究Ｂ 4後 3 ○ 1

数理統計 2後 2 ○ 2

計算機アーキテクチャー 2後 2 ○ 1

情報通信システム 3前 2 ○ 1

離散数学応用 3前 2 ○ 1

アルゴリズム論 3前 2 ○ 1

メディアネットワーク 3前 2 ○ 1

オペレーティングシステム 3前 2 ○ 1

コンピュータネットワーク 3前 2 ○ 2

ユビキタスネットワーク 3後 2 ○ 1

暗号理論 3後 2 ○ 1 1

ハードウェアセキュリティ 3後 2 ○ 1

ソフトウェアセキュリティ 3後 2 ○ 1

コンテンツセキュリティ 3後 2 ○ 1 1

ネットワークセキュリティ 3後 2 ○ 1

データベース論 3前 2 ○ 1 1

デジタル信号処理 3後 2 ○ 1

基礎数学演習第一 1前 1 ○ 1

基礎数学演習第二 1後 1 ○ 1

基礎物理学演習第一 1前 1 ○ 2 1

基礎物理学演習第二 1後 1 ○ 2 1

情報処理演習第一 2前 2 ○ 1

情報処理演習第二 2後 2 ○ 1

幾何学概論 3前 2 ○ 1

マルチメディア処理 3前 2 ○ 1 1

電磁気学第一 2後 2 ○ 1 1

電磁気学第二 3前 2 ○ 2

回路システム学第一 2後 2 ○ 2

類
共
通
基
礎
科
目
　
⑤
先
端
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム

アルゴリズムとデータ構造およびプログラミング演習

アルゴリズムとデータ構造およびプログラミング演習

類
専
門
科
目
　
①
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ

情
報
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

類
専
門
科
目
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回路システム学第二 3前 2 ○ 1 1

情報通信工学実験Ａ 3前 3 ○ 1

情報通信工学実験Ｂ１ 3後 2 ○ 1

情報通信工学実験Ｂ２ 3後 1 ○ 1

輪講Ａ 4前 1 ○ 1

輪講Ｂ 4後 1 ○ 1

卒業研究Ａ 4前 3 ○ 1

卒業研究Ｂ 4後 3 ○ 1

数理統計 2後 2 ○ 2

基礎情報通信 2後 2 ○ 1

論理回路学 2後 2 ○ 2

基礎電子工学 2後 2 ○ 1

計算機アーキテクチャー 2後 2 ○ 1

情報理論 3前 2 ○ 1 1

信号処理論 3前 2 ○ 1 1

コンピュータネットワーク 3前 2 ○ 2

電子回路学 3後 2 ○ 1 1

量子力学 3前 2 ○ 1

符号理論 3後 2 ○ 1

伝送回路論 3後 2 ○ 1

電磁波工学 3後 2 ○ 1

光通信工学 3後 2 ○ 1

通信システム学 3後 2 ○ 1

線形システム理論 3後 2 ○ 1

計測工学 3後 2 ○ 2

暗号と符号化の数理 4前 2 ○ 1

集積回路学 4前 2 ○ 1

画像処理工学 4前 2 ○ 1

宇宙通信工学 3･4通 2 ○ 1 1 ※演習

通信法規 4後 2 ○ 兼1

電子工学工房 1～4通 2 ○ 1 ※演習

基礎数学演習第一 1前 1 ○ 1

基礎数学演習第二 1後 1 ○ 1

基礎物理学演習第一 1前 1 ○ 2 1

基礎物理学演習第二 1後 1 ○ 2 1

情報処理演習第一 2前 2 ○ 1

情報処理演習第二 2後 2 ○ 1

幾何学概論 3前 2 ○ 1

マルチメディア処理 3前 2 ○ 1 1

論理回路学 2後 2 ○ 2

回路システム学第一 2後 2 ○ 2

回路システム学第二 3前 2 ○ 1 1

電子回路学 3後 2 ○ 1 1

電子情報学実験Ａ 3前 3 ○ 1

電子情報学実験Ｂ１ 3後 2 ○ 1

電子情報学実験Ｂ２ 3後 1 ○ 1

輪講Ａ 4前 1 ○ 1

輪講Ｂ 4後 1 ○ 1

卒業研究Ａ 4前 3 ○ 1

卒業研究Ｂ 4後 3 ○ 1

数理統計 2後 2 ○ 2

情報通信と符号化 2後 2 ○ 1

類
専
門
科
目
　
③
電
子
情
報
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

目
　
②
情
報
通
信
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
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基礎電子工学 2後 2 ○ 1

計算機アーキテクチャー 2後 2 ○ 1

電磁気学第一 2後 2 ○ 1 1

電磁気学第二 3前 2 ○ 2

情報理論 3前 2 ○ 1 1

信号処理論 3前 2 ○ 1 1

量子力学 3前 2 ○ 1

コンピュータネットワーク 3前 2 ○ 2

伝送回路論 3後 2 ○ 1

電磁波工学 3後 2 ○ 1

電子機器システム学 3後 2 ○ 1

線形システム理論 3後 2 ○ 1

計測工学 3後 2 ○ 2

集積回路学 4前 2 ○ 1

音響工学 4前 2 ○ 1

画像処理工学 4前 2 ○ 1

宇宙通信工学 3･4通 2 ○ 1 1 ※演習

通信法規 4後 2 ○ 兼1

電子工学工房 1～4通 2 ○ 1 ※演習

基礎数学演習第一 1前 1 ○ 1

基礎数学演習第二 1後 1 ○ 1

基礎物理学演習第一 1前 1 ○ 2 1

基礎物理学演習第二 1後 1 ○ 2 1

情報処理演習第一 2前 2 ○ 1

情報処理演習第二 2後 2 ○ 1

幾何学概論 3前 2 ○ 1

マルチメディア処理 3前 2 ○ 1 1

機械力学および演習 2後 3 ○ 2 ※演習

材料力学および演習 2後 3 ○ 1 1 ※演習

メカノデザイン 2後 2 ○ 3 1

基礎制御工学および演習 3前 3 ○ 1 1 ※演習

メカトロニクス基礎実験Ａ 3前 2 ○ 1 3

メカトロニクス基礎実験Ｂ 3後 2 ○ 1 3

マシンデザインＡ 3前 2 ○ 1 兼3

マシンデザインＢ 3後 2 ○ 2

現代制御工学 3後 2 ○ 1

デジタル信号処理 3後 2 ○ 1

輪講Ａ 4前 1 ○ 1

輪講Ｂ 4後 1 ○ 1

卒業研究Ａ 4前 3 ○ 1

卒業研究Ｂ 4後 3 ○ 1

計算機アーキテクチャー 2後 2 ○ 1

計算機工学 2後 2 ○ 1

プログラミング演習 2後 2 ○ 1

計測工学 2後 2 ○ 2

電気電子計測 3前 2 ○ 1

加工学および演習 3前 3 ○ 2 1 ※演習

熱力学および演習 3前 3 ○ 1 ※演習

流体力学および演習 3後 3 ○ 1 ※演習

電子回路学 3後 2 ○ 1 1

材料工学 3後 2 ○ 1

メカトロニクス 3後 2 ○ 1

類
専
門
科
目
　
④
計
測
・
制
御
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
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数理統計 2後 2 ○ 2

論理回路学 2後 2 ○ 2

ロボットの機構と力学 3前 2 ○ 1

人間機械システム 3前 2 ○ 1

設計基礎工学 3前 2 ○ 1

機構要素設計 3前 2 ○ 1

知能ロボット工学 3前 2 ○ 1

生産システム工学 3後 2 ○ 1

生体システム工学 3後 2 ○ 1

自動車工学 4前 2 ○ 兼1

航空宇宙工学 4前 2 ○ 兼1

基礎数学演習第一 1前 1 ○ 1

基礎数学演習第二 1後 1 ○ 1

基礎物理学演習第一 1前 1 ○ 2 1

基礎物理学演習第二 1後 1 ○ 2 1

情報処理演習第一 2前 2 ○ 1

情報処理演習第二 2後 2 ○ 1

地学 1後 2 ○ 1 兼2

地学実験 3前 2 ○ 兼2

生物学概論 1後 2 ○ 1

生物学実験 3前 2 ○ 1

幾何学概論 3前 2 ○ 1

機械力学および演習 2後 3 ○ 2 ※演習

材料力学および演習 2後 3 ○ 1 1 ※演習

メカノデザイン 2後 2 ○ 3 1

ロボットの機構と力学 3前 2 ○ 1

人間機械システム 3前 2 ○ 1

メカトロニクス基礎実験Ａ 3前 2 ○ 1 3

メカトロニクス基礎実験Ｂ 3後 2 ○ 1 3

マシンデザインＡ 3前 2 ○ 1 兼3

マシンデザインＢ 3後 2 ○ 2

知能ロボット工学 3後 2 ○ 1

輪講Ａ 4前 1 ○ 1

輪講Ｂ 4後 1 ○ 1

卒業研究Ａ 4前 3 ○ 1

卒業研究Ｂ 4後 3 ○ 1

計算機アーキテクチャー 2後 2 ○ 1

計算機工学 2後 2 ○ 1

プログラミング演習 2後 2 ○ 1

基礎制御工学および演習 3前 3 ○ 1 1 ※演習

加工学および演習 3前 3 ○ 2 1 ※演習

熱力学および演習 3前 3 ○ 1 ※演習

流体力学および演習 3後 3 ○ 1 ※演習

電子回路学 3後 2 ○ 1 1

材料工学 3後 2 ○ 1

メカトロニクス 3後 2 ○ 1

数理統計 2後 2 ○ 2

論理回路学 2後 2 ○ 2

計測工学 2後 2 ○ 2

設計基礎工学 3前 2 ○ 1

機構要素設計 3前 2 ○ 1

電気電子計測 3前 2 ○ 1

類
専
門
科
目
　
⑤
先
端
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
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現代制御工学 3後 2 ○ 1

デジタル信号処理 3後 2 ○ 1

生産システム工学 3後 2 ○ 1

生体システム工学 3後 2 ○ 1

自動車工学 4前 2 ○ 兼1

航空宇宙工学 4前 2 ○ 兼1

基礎数学演習第一 1前 1 ○ 1

基礎数学演習第二 1後 1 ○ 1

基礎物理学演習第一 1前 1 ○ 2 1

基礎物理学演習第二 1後 1 ○ 2 1

情報処理演習第一 2前 2 ○ 1

情報処理演習第二 2後 2 ○ 1

地学 1後 2 ○ 1 兼2

地学実験 3前 2 ○ 兼2

生物学概論 1後 2 ○ 1

生物学実験 3前 2 ○ 1

幾何学概論 3前 2 ○ 1

－ 196 301 46 41 44 1 4 0 兼7

Advanced Communication Engineering and Informatics Ⅰ 2 ○ 1

Advanced Communication Engineering and Informatics Ⅱ 2 ○ 1

Advanced Communication Engineering and Informatics Ⅲ 2 ○ 1

Advanced Communication Engineering and Informatics Ⅳ 2 ○ 1

Topics in Informatics Ⅰ 2 ○ 1

Topics in Informatics Ⅱ 2 ○ 1

2 ○ 1

－ 0 14 0 4 3 0 0 0 －

－ 243 616 56 86 92 4 10 0 兼83

小計（275科目） －

小計（7科目） －

　門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関する基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

Topics in Mechanical and Intelligent Systems Engineering Ⅱ

合計（482科目） －

学位又は称号 学士（工学） 学位又は学科の分野 工学

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

①セキュリティ情報学プログラム
　総合文化科目27単位以上（うち必修８単位）、実践教育科目17単位以上（うち必修13単位）、専
門科目81単位以上（うち必修49単位）、共通単位８単位以上、合計133単位以上を修得すること。

②情報通信工学プログラム
　総合文化科目27単位以上（うち必修８単位）、実践教育科目17単位以上（うち必修13単位）、専
門科目88単位以上（うち必修62単位）、共通単位１単位以上、合計133単位以上を修得すること。

③電子情報学プログラム
　総合文化科目27単位以上（うち必修８単位）、実践教育科目17単位以上（うち必修13単位）、専
門科目88単位以上（うち必修62単位）、共通単位１単位以上、合計133単位以上を修得すること。

④計測・制御システムプログラム
　総合文化科目27単位以上（うち必修８単位）、実践教育科目16単位以上（うち必修12単位）、専
門科目86単位以上（うち必修62単位）、共通単位４単位以上、合計133単位以上を修得すること。

⑤先端ロボティクスプログラム
　総合文化科目27単位以上（うち必修８単位）、実践教育科目16単位以上（うち必修12単位）、専
門科目85単位以上（うち必修61単位）、共通単位５単位以上、合計133単位以上を修得すること。

（履修科目の登録の上限（平成28年度入学生を除く）：26単位（各学期。ただし、直前の学期のGPA
が2.5以上の場合、次学期は30単位まで履修可能。）

※「データサイエンス演習」は、セキュリティ情報学プログラム、情報通信工学プログラム及び電
子情報学プログラムでは必修科目、計測・制御システムプログラム及び先端ロボティクスプログラ
ムでは選択科目となる。

国
際
科
目

　考に係るものを含む。）についても作成すること。
２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受け
　ようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を
　受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書類を作成する必要はない。
３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。
４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

（注）
１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科における通信
　教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与する学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専

５　「授業形態」の欄は，各授業科目について，該当する授業形態の欄に「○」を記入すること。ただし，専門職大学等又は専門職
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　　　員等の配置」に加え，前期課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教員等の配置」を併記すること。
　（２）「学位又は称号」の欄には，当該専門職大学を卒業した者に授与する学位に加え，当該専門職大学の前期課程を修了した者
　　　に授与する学位を併記すること。
　（３）「卒業・修了要件及び履修方法」の欄には，当該専門職大学の卒業要件及び履修方法に加え，前期課程の修了要件及び履修
　　　方法を併記すること。

　学科を設ける大学若しくは短期大学の授業科目のうち，臨地実務実習については「実験・実習」の欄に「臨」の文字を，連携実務
　演習等については「演習」又は「実験・実習」の欄に「連」の文字を記入すること。
６　課程を前期課程及び後期課程に区分する専門職大学若しくは専門職大学の学部等を設置する場合又は前期課程及び後期課程に区
　分する専門職大学の課程を設置し，若しくは変更する場合は，次により記入すること。
　（１）各科目区分における「小計」の欄及び「合計」の欄には，当該専門職大学の全課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

哲学Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

哲学Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

倫理学Ａ 2･3前 2 ○ 1

倫理学Ｂ 2･3後 2 ○ 1

心理学Ａ 2･3前 2 ○ 1

心理学Ｂ 2･3後 2 ○ 1

歴史学Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

歴史学Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

科学史Ａ 2･3前 2 ○ 1

科学史Ｂ 2･3後 2 ○ 1

文学Ａ 2･3前 2 ○ 1

文学Ｂ 2･3後 2 ○ 1

美術Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

美術Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

音楽Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

音楽Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

経済学Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

経済学Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

社会学Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

社会学Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

法学Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

法学Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

政治学Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

政治学Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

地理学Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

地理学Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

社会思想史Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

社会思想史Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

文化人類学Ａ 2･3前 2 ○ 兼1

文化人類学Ｂ 2･3後 2 ○ 兼1

技術史 2･3前 2 ○ 1

1前 1 ○ 1 1 兼8

1前 1 ○ 1 1 兼11

1後 1 ○ 1 1 兼8

1後 1 ○ 1 1 兼11

2前 1 ○ 1 2 兼10

2後 1 ○ 1 2 兼10

独語第一 1･2前 1 ○ 兼3

独語第二 1･2後 1 ○ 兼3

仏語第一 1･2前 1 ○ 1 兼2

仏語第二 1･2後 1 ○ 1 兼2

露語第一 1･2前 1 ○ 1 兼1

露語第二 1･2後 1 ○ 1 兼1

中国語第一 1･2前 1 ○ 兼4

中国語第二 1･2後 1 ○ 兼4

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（情報理工学域Ⅲ類（理工系））

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

総
合
文
化
科
目

Academic English for the Second Year Ⅰ

Academic English for the Second Year Ⅱ

Academic Written EnglishⅠ

Academic Spoken English Ⅰ

Academic Written English Ⅱ

Academic Spoken English Ⅱ
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韓国朝鮮語第一 1･2前 1 ○ 兼2

韓国朝鮮語第二 1･2後 1 ○ 兼2

選択独語第一 1･2･3･4前 1 ○ 1 兼2

選択独語第二 1･2･3･4後 1 ○ 1 兼2

選択仏語第一 1･2･3･4前 1 ○ 兼1

選択仏語第二 1･2･3･4後 1 ○ 兼1

選択露語第一 1･2･3･4前 1 ○ 1

選択露語第二 1･2･3･4後 1 ○ 1

選択中国語第一 1･2･3･4前 1 ○ 1 兼2

選択中国語第二 1･2･3･4後 1 ○ 1 兼2

選択韓国朝鮮語第一 1･2･3･4前 1 ○ 兼1

選択韓国朝鮮語第二 1･2･3･4後 1 ○ 兼1

英語演習 2前･後 2 ○ 1 4

独語演習 2前 2 ○ 1 兼2

独語運用演習 2後 2 ○ 1 兼2

仏語演習 2前 2 ○ 兼1

仏語運用演習 2後 2 ○ 兼1

露語演習 2前 2 ○ 1

露語運用演習 2後 2 ○ 1

中国語演習 2前 2 ○ 1 兼3

中国語運用演習 2後 2 ○ 1 兼3

韓国朝鮮語演習 2前 2 ○ 兼1

韓国朝鮮語運用演習 2後 2 ○ 兼1

日本語演習 2後 2 ○ 1 兼1

日本語第一 1前 2 ○ 1 1

日本語第二 1後 2 ○ 1 1

日本語第三 2前 2 ○ 1 兼2

日本文化Ａ 1前 2 ○ 1 兼1

日本文化Ｂ 1後 2 ○ 1 兼1

日本文化Ｃ 2前 2 ○ 1 兼1

日本文化Ｄ 2後 2 ○ 1 兼1

日本文化Ｅ 2前 2 ○ 1

健康・体力つくり実習 1･2通 1 ○ 2 1

健康論 1･2後 1 ○ 2 1

生涯スポーツ演習Ａ 2･3･4前 1 ○ 3 2

生涯スポーツ演習Ｂ 2･3･4後 1 ○ 3 2

生涯スポーツ演習Ｃ 2･3･4前 1 ○ 3 2 【集中】

生涯スポーツ演習Ｄ 2･3･4後 1 ○ 3 2 【集中】

宇宙・地球科学 2･3前 2 ○ 兼1

物理学概論第三 2･3後 2 ○ 1

生物学 2･3前 2 ○ 1 1

化学とエネルギー 2･3後 2 ○ 1

材料化学 2･3前 2 ○ 1

現代数学入門Ａ 2･3後 2 ○ 1

現代数学入門Ｂ 2･3後 2 ○ 1

数学の哲学 3･4前 2 ○ 兼1

人間と外交 3･4前 2 ○ 兼1

日本の内政と外交 3･4前 2 ○ 兼1

現代の世界政治 3･4後 2 ○ 兼1

心の科学 3･4後 2 ○ 1

認知科学 3･4前 2 ○ 1

江戸の社会と数学 3･4前 2 ○ 1

伝統科学と近代科学の相克 3･4後 2 ○ 1

-学則変更の趣旨（資料）ー24-



現代の教育 3･4前 2 ○ 1

教育と憲法（日本国憲法） 3･4後 2 ○ 兼1　集中

教育の歴史 3･4後 2 ○ 1 【隔年】

人間と教育 3･4後 2 ○ 1 【隔年】

科学技術と人間 3･4前 2 ○ 兼2

環境論 3･4後 2 ○ 1

倫理学と哲学の間 3･4後 2 ○ 1

ドイツ倫理学 3･4前 2 ○ 1

英米倫理学 3･4後 2 ○ 1

日本語表現法 3･4前 2 ○ 1

日本語読解法 3･4後 2 ○ 1

3･4前 2 ○ 1 【隔年】

3･4後 2 ○ 1 【隔年】

Research Presentation 3･4前 2 ○ 1 【隔年】

3･4後 2 ○ 1 【隔年】

3･4後 2 ○ 1 【隔年】

3･4前 2 ○ 1 【隔年】

3･4前 2 ○ 1 【隔年】

3･4後 2 ○ 1 【隔年】

外国語とその運用A 【独語】 3･4前 2 ○ 1

外国語とその運用A 【仏語】 3･4前 2 ○ 兼1

外国語とその運用A 【露語】 3･4前 2 ○ 1

外国語とその運用A 【中国語】 3･4前 2 ○ 1

外国語とその運用A 【韓国朝鮮語】 3･4前 2 ○ 兼1

外国語とその運用B 【独語】 3･4後 2 ○ 1

外国語とその運用B 【仏語】 3･4後 2 ○ 兼1

外国語とその運用B 【露語】 3･4後 2 ○ 1

外国語とその運用B 【中国語】 3･4後 2 ○ 1

外国語とその運用B 【韓国朝鮮語】 3･4後 2 ○ 兼1

比較文化論 3･4前 2 ○ 兼1

地域文化論 3･4後 2 ○ 1

文化干渉論 3･4前 2 ○ 1

国際文化論 3･4後 2 ○ 1

文化形態論 3･4前 2 ○ 1

文化と言語 3･4後 2 ○ 兼1

日本語とコミュニケーションA 3･4前 2 ○ 1 1

日本語とコミュニケーションB 3･4後 2 ○ 1

現代物理学を創った人々 3･4前 2 ○ 3 1 【隔年】

サイエンス・コミュニケーション演習 3前 2 ○ 1 【集中】

物理学の発展と最前線 3･4後 2 ○ 1 【隔年】

応用代数学 3･4後 2 ○ 1

現代化学 3･4後 2 ○ 1

情報と職業 3･4前 2 ○ 1

日本の科学と技術A 3･4前 2 ○ 2

日本の科学と技術B 3･4後 2 ○ 1

身体運動のバイオメカニクス 3･4前 2 ○ 1

運動と筋の科学 3･4前 2 ○ 1

健康の科学 3･4後 2 ○ 2 2

エイジングの健康科学 3･4前 2 ○ 1

スポーツとコミュニケーション 3･4後 2 ○ 1

体力の科学 3･4後 2 ○ 1

日常生活の対人関係 3･4前 2 ○ 1

メンタルヘルス論 3･4後 2 ○ 1 1

Reading Scientific Research

Research Writing

Advanced Reading in Academic English

English for Interpersonal Communication

English for Intercultural Communication

Preparation for Overseas Study

Preparation for Graduate School
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3･4前 2 ○ 1 【隔年】

3･4後 2 ○ 1 【隔年】

Research Presentation 3･4前 2 ○ 1 【隔年】

3･4後 2 ○ 1 【隔年】

3･4後 2 ○ 1 【隔年】

3･4前 2 ○ 1 【隔年】

3･4前 2 ○ 1 【隔年】

3･4後 2 ○ 1 【隔年】

1前～4後 2 ○ 1

2前～4後 2 ○ 1

3前～4後 2 ○ 1

3･4前 2 ○ 1

海外語学研修Ⅰ 1前～4前 1 ○ 1 【集中】

海外語学研修Ⅱ 1前～4前 2 ○ 1 【集中】

学域特別講義Ａ 1・2・3・4 1 ○ 4 1

学域特別講義Ｂ 1・2・3・4 2 ○ 3

－ 14 276 10 23 19 2 1 0 兼52

基礎科学実験Ａ１ 1前･後 1 ○ 4

基礎科学実験Ａ２ 1前･後 1 ○ 3

基礎科学実験Ｂ１ 1前･後 1 ○ 2 1

基礎科学実験Ｂ２ 1前･後 1 ○ 2 1

コンピュータリテラシー　 1前 2 ○ 6 2 1 2

2前 2 ○ 1

3前 1 ○ 1

キャリア教育基礎 1前 2 ○ 1 兼1

キャリア教育リーダー 3前 2 ○ 1

キャリアデザイン 2後 2 ○ 2 ※演習

イノベイティブ総合コミュ二ケーションデザイン1 3前 2 ○ 1

イノベイティブ総合コミュ二ケーションデザイン2 3後 2 ○ 1

インターンシップ 3前 2 ○ 7 1

インターンシップ（海外） 3前 2 ○ 7 1

ベンチャービジネス概論 3･4後 2 ○ 2

知的財産権 3･4後 2 ○ 1

技術者倫理 3･4後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1 2 兼7

3後 2 ○ 1 2 兼7

－ 12 21 0 18 17 1 2 0 兼9

微分積分学第一 1前 2 ○ 7 兼3

微分積分学第二 1後 2 ○ 2 4 兼2

線形代数学第一 1前 2 ○ 2 4 兼4

線形代数学第二 1後 2 ○ 3 4 兼4

解析学 1後 2 ○ 1 3 兼2

数学演習第一 1前 1 ○ 3 兼4

数学演習第二 1後 1 ○ 3 兼4

物理学概論第一 1前 2 ○ 7 6 兼2

物理学概論第二 1後 2 ○ 8 4 兼2

化学概論第一 1前 2 ○ 5 4 兼2

基礎プログラミングおよび演習 1後 2 ○ 4 5 3

物理学演習第一 1前 1 ○ 3

物理学演習第二 1後 1 ○ 3

化学概論第二 1後 2 ○ 2 1

Advanced Reading in Academic English

Preparation for Graduate School

UEC Academic Skills Ⅰ(Computer Literacy)

UEC Academic Skills Ⅱ (Information Literacy and
Research)
UEC Academic Skills Ⅲ (Publishing Literacy and
Research)
Introduction to Computational Methods in Science and
Engineering

専
門
科
目

理
数
基
礎
科
目

実
践
教
育
科
目

総合コミュニケーション科学 

データサイエンス演習

Reading Scientific Research

Research Writing

English for Interpersonal Communication

English for Intercultural Communication

Preparation for Overseas Study

小計（167科目） －

Technical English – Basic English for Science

Technical English – Intermediate English for Science

小計（19科目） －
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－ 20 4 0 28 27 0 3 0 兼17

力学 1後 2 ○ 4

力学演習 1後 1 ○ 3 1

工学基礎数学および演習 2前 3 ○ 3 1 ※演習

熱力学 2前 2 ○ 2 2

基礎電磁気学および演習 2前 3 ○ 3 1 ※演習

基礎電気回路 2前 2 ○ 3 1

複素関数論 2前 2 ○ 2

数値解析 2前 2 ○ 2

確率統計 2前 2 ○ 1

計測工学概論 2前 2 ○ 1 1

電磁気学および演習 2後 3 ○ 2 2 ※演習

基礎電子回路 2後 2 ○ 4

プログラミング演習 2後 2 ○ 1 1

計算機工学 2後 2 ○ 1

分子生物学 2後 2 ○ 1 1

力学 1後 2 ○ 3 1

力学演習 1後 1 ○ 3 1

工学基礎数学および演習 2前 3 ○ 3 1 ※演習

熱力学 2前 2 ○ 2 2

基礎電磁気学および演習 2前 3 ○ 3 1 ※演習

電磁気学および演習 2後 3 ○ 2 2 ※演習

基礎電気回路 2前 2 ○ 3 1

基礎電子回路 2後 2 ○ 4

複素関数論 2前 2 ○ 2

確率統計 2前 2 ○ 1

計測工学概論 2前 2 ○ 1 1

数値解析 2前 2 ○ 2

プログラミング演習 2後 2 ○ 1 1

計算機工学 2後 2 ○ 1

分子生物学 2後 2 ○ 1 1

力学 1後 2 ○ 3 1

力学演習 1後 1 ○ 3 1

工学基礎数学および演習 2前 3 ○ 3 1 ※演習

熱力学 2前 2 ○ 2 2

基礎電磁気学および演習 2前 3 ○ 3 1 ※演習

電磁気学および演習 2後 3 ○ 2 2 ※演習

基礎電気回路 2前 2 ○ 3 1

基礎電子回路 2後 2 ○ 4

複素関数論 2前 2 ○ 2

確率統計 2前 2 ○ 1

計測工学概論 2前 2 ○ 1 1

数値解析 2前 2 ○ 2

プログラミング演習 2後 2 ○ 1 1

計算機工学 2後 2 ○ 1

分子生物学 2後 2 ○ 1 1

力学 1後 2 ○ 3 1

力学演習 1後 1 ○ 3 1

工学基礎数学および演習 2前 3 ○ 3 1 ※演習

熱力学 2前 2 ○ 2 2

基礎電磁気学および演習 2前 3 ○ 3 1 ※演習

電磁気学および演習 2後 3 ○ 2 2 ※演習

基礎電気回路 2前 2 ○ 3 1

小計（14科目） －

類
共
通
基
礎
科
目
　
①
機
械
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム

類
共
通
基
礎
科
目
　
②
電
子
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

類
共
通
基
礎
科
目
　
③
光
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

類
共
通
基
礎
科
目
　
④
物
理
工
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基礎電子回路 2後 2 ○ 4

プログラミング演習 2後 2 ○ 1 1

複素関数論 2前 2 ○ 2

確率統計 2前 2 ○ 1

計測工学概論 2前 2 ○ 1 1

数値解析 2前 2 ○ 2

計算機工学 2後 2 ○ 1

分子生物学 2後 2 ○ 1 1

力学 1後 2 ○ 3 1

力学演習 1後 1 ○ 3 1

工学基礎数学および演習 2前 3 ○ 3 1 ※演習

熱力学 2前 2 ○ 2 2

基礎電磁気学および演習 2前 3 ○ 3 1 ※演習

基礎電気回路 2前 2 ○ 3 1

分子生物学 2後 2 ○ 1 1

複素関数論 2前 2 ○ 2

確率統計 2前 2 ○ 1

計測工学概論 2前 2 ○ 1 1

数値解析 2前 2 ○ 2

電磁気学および演習 2後 3 ○ 2 2 ※演習

基礎電子回路 2後 2 ○ 4

プログラミング演習 2後 2 ○ 1 1

計算機工学 2後 2 ○ 1

材料力学および演習 2後 3 ○ 1 1 ※演習

メカノデザイン 2後 2 ○ 3 1

機械力学および演習 2後 3 ○ 2 ※演習

知能機械工学基礎実験第一 3前 2 ○ 1 3

知能機械工学基礎実験第二 3後 2 ○ 1 3

マシンデザインA 3前 2 ○ 1 兼3

マシンデザインB 3後 2 ○ 2

設計基礎工学 3前 2 ○ 1

流体力学および演習 3後 3 ○ 1 ※演習

熱力学応用 3前 2 ○ 1 1

輪講A 4前 1 ○ 1 兼1

輪講B 4後 1 ○ 1 兼1

卒業研究A 4前 3 ○ 1 兼1

卒業研究B 4後 3 ○ 1 兼1

機構要素設計 3前 2 ○ 1

生産システム工学 3後 2 ○ 1

加工学および演習 3前 3 ○ 2 1 ※演習

基礎制御工学および演習 3前 3 ○ 1 1 ※演習

材料工学 3後 2 ○ 1

メカトロニクス 3後 2 ○ 1

ロボットの機構と力学 3前 2 ○ 1

人間機械システム 3前 2 ○ 1

電気電子計測 3前 2 ○ 1

知能ロボット工学 3後 2 ○ 1

現代制御工学 3後 2 ○ 1

デジタル信号処理 3後 2 ○ 2

生体システム工学 3後 2 ○ 1

自動車工学 4前 2 ○ 兼1

航空宇宙工学 4前 2 ○ 兼2

基礎数学演習第一 1前 1 ○ 1

類
共
通
基
礎
科
目
　
⑤
化
学
生
命
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

類
専
門
科
目
　
①
機
械
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム

工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
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基礎数学演習第二 1後 1 ○ 1

基礎物理学演習第一 1前 1 ○ 2 1

基礎物理学演習第二 1後 1 ○ 2 1

情報処理演習第一 2前 2 ○ 1

情報処理演習第二 2後 2 ○ 1

地学 1後 2 ○ 兼2

地学実験 3前 2 ○ 兼2

生物学実験 3前 2 ○ 1 1

理工学基礎実験 2後 2 ○ 1

波動と光 2後 2 ○ 1 2

電子工学実験第一 3前 3 ○ 1

電子工学実験第二 3後 3 ○ 1 1

電気回路　 3前 2 ○ 1

電気回路演習　 3前 1 ○ 1

固体電子論 3前 2 ○ 2

論理回路学 3前 2 ○ 1

半導体工学 3後 2 ○ 1

電子回路学 3後 2 ○ 2

電子デバイス 3後 2 ○ 1

輪講Ａ 4前 1 ○ 1 兼1

輪講Ｂ 4後 1 ○ 1 兼1

卒業研究Ａ 4前 3 ○ 1 兼1

卒業研究Ｂ 4後 3 ○ 1 兼1

基礎物理化学 2後 2 ○ 2

無機化学 2後 2 ○ 1

量子力学第一 3前 2 ○ 1

量子力学第一演習 3前 1 ○ 1

光電子材料学 3後 2 ○ 2

熱・統計物理学基礎 3後 2 ○ 1

熱・統計物理学応用 3後 2 ○ 2

計算数理工学 3後 2 ○ 1

量子エレクトロニクス 3後 2 ○ 2

回折結晶学 3･4 2 ○ 1 【集中】

線形システム理論 3後 2 ○ 1

画像工学 3後 2 ○ 1

デジタル信号処理 3後 2 ○ 2

電磁波工学　 4前 2 ○ 1

環境工学 4前 2 ○ 2

基礎数学演習第一 1前 1 ○ 1

基礎数学演習第二 1後 1 ○ 1

基礎物理学演習第一 1前 1 ○ 2 1

基礎物理学演習第二 1後 1 ○ 2 1

情報処理演習第一 2前 2 ○ 1

情報処理演習第二 2後 2 ○ 1

地学 1後 2 ○ 兼2

地学実験 3前 2 ○ 兼2

生物学実験 3前 2 ○ 1 1

UECパスポートプログラムA 2通 2 ○ 1

UECパスポートプログラムB 3通 2 ○ 1

上級コンピュータ演習 3･4前 2 ○ 5 1 1

理工学基礎実験 2後 2 ○ 1

波動と光 2後 2 ○ 1 2

光工学実験第一 3前 3 ○ 1

類
専
門
科
目
　
②
電
子
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

類
専
門
科
目
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光工学実験第二 3後 3 ○ 1

固体電子論 3前 2 ○ 2

基礎量子工学 3前 2 ○ 1

電磁波工学　 3前 2 ○ 1

光電子材料学 3後 2 ○ 2

量子エレクトロニクス 3後 2 ○ 2

光波工学 3後 2 ○ 1

画像工学 3後 2 ○ 1

光通信工学 3後 2 ○ 1

輪講A 4前 1 ○ 1 兼1

輪講B 4後 1 ○ 1 兼1

卒業研究A 4前 3 ○ 1 兼1

卒業研究B 4後 3 ○ 1 兼1

基礎物理化学 2後 2 ○ 2

無機化学 2後 2 ○ 1

生体計測工学 3前 2 ○ 1

熱・統計物理学基礎 3後 2 ○ 1

熱・統計物理学応用 3後 2 ○ 2

半導体工学 3後 2 ○ 1

電子回路学 3後 2 ○ 2

計算数理工学 3後 2 ○ 1

デジタル信号処理 3後 2 ○ 2

高分子有機化学 3後 2 ○ 1

基礎数学演習第一 1前 1 ○ 1

基礎数学演習第二 1後 1 ○ 1

基礎物理学演習第一 1前 1 ○ 2 1

基礎物理学演習第二 1後 1 ○ 2 1

情報処理演習第一 2前 2 ○ 1

情報処理演習第二 2後 2 ○ 1

地学 1後 2 ○ 兼3

地学実験 3前 2 ○ 兼2

生物学実験 3前 2 ○ 1 1

UECパスポートプログラムA 2通 2 ○ 1

UECパスポートプログラムB 3通 2 ○ 1

上級コンピュータ演習 3･4前 2 ○ 5 1 1

理工学基礎実験 2後 2 ○ 1

波動と光 2後 2 ○ 1 2

物理工学実験第一 3前 3 ○ 1

物理工学実験第二 3後 3 ○ 1

解析力学 3前 2 ○ 1

量子力学第一 3前 2 ○ 1

量子力学第一演習 3前 1 ○ 1

熱・統計物理学基礎 3後 2 ○ 1

熱・統計物理学応用 3後 2 ○ 2

固体物理工学第一 3前 2 ○ 1

固体物理工学第二 3後 2 ○ 1

輪講A 4前 1 ○ 1 兼1

輪講B 4後 1 ○ 1 兼1

卒業研究A 4前 3 ○ 1 兼1

卒業研究B 4後 3 ○ 1 兼1

量子力学第二 3後 2 ○ 1

量子力学第二演習 3後 1 ○ 1

量子エレクトロニクス 3後 2 ○ 2

目
　
③
光
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

類
専
門
科
目
　
④
物
理
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
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回折結晶学 3･4 2 ○ 1 【集中】

基礎物理化学 2後 2 ○ 2

無機化学 2後 2 ○ 1

固体電子論 3前 2 ○ 2

半導体工学 3後 2 ○ 1

電子回路学 3後 2 ○ 2

計算数理工学 3後 2 ○ 1

電子デバイス 3後 2 ○ 1

基礎数学演習第一 1前 1 ○ 1

基礎数学演習第二 1後 1 ○ 1

基礎物理学演習第一 1前 1 ○ 2 1

基礎物理学演習第二 1後 1 ○ 2 1

情報処理演習第一 2前 2 ○ 1

情報処理演習第二 2後 2 ○ 1

地学 1後 2 ○ 1 兼2

地学実験 3前 2 ○ 兼2

生物学実験 3前 2 ○ 1 1

UECパスポートプログラムA 2通 2 ○ 1

UECパスポートプログラムB 3通 2 ○ 1

上級コンピュータ演習 3･4前 2 ○ 5 1 1

基礎物理化学 2後 2 ○ 2

無機化学 2後 2 ○ 1

理工学基礎実験 2後 2 ○ 1

化学生命工学実験第一 3前 3 ○ 1

化学生命工学実験第二 3後 3 ○ 1

化学生命工学演習第一 3前 1 ○ 2

化学生命工学演習第二 3後 1 ○ 1 1 1

物理化学第一 3前 2 ○ 1

有機化学第一 3前 2 ○ 1

生物化学 3前 2 ○ 1

細胞生物工学 3前 2 ○ 1

神経科学 3後 2 ○ 1

輪講Ａ 4前 1 ○ 1 兼1

輪講Ｂ 4後 1 ○ 1 兼1

卒業研究Ａ 4前 3 ○ 1 兼1

卒業研究Ｂ 4後 3 ○ 1 兼1

波動と光 2後 2 ○ 1 2

機器分析学 3前 2 ○ 1

生体計測工学 3前 2 ○ 1

物理化学第二 3後 2 ○ 1

有機化学第二 3後 2 ○ 1

高分子有機化学 3後 2 ○ 1

システム生物学 3後 2 ○ 1 1 1

画像工学 3後 2 ○ 1

生体システム工学　 3後 2 ○ 1

環境工学 4前 2 ○ 2

基礎数学演習第一 1前 1 ○ 1

基礎数学演習第二 1後 1 ○ 1

基礎物理学演習第一 1前 1 ○ 2 1

基礎物理学演習第二 1後 1 ○ 2 1

情報処理演習第一 2前 2 ○ 1

情報処理演習第二 2後 2 ○ 1

地学 1後 2 ○ 兼2

類
専
門
科
目
　
⑤
化
学
生
命
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
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地学実験 3前 2 ○ 兼2

生物学実験 3前 2 ○ 1 1

UECパスポートプログラムA 2通 2 ○ 1

UECパスポートプログラムB 3通 2 ○ 1

上級コンピュータ演習 3･4前 2 ○ 5 1 1

－ 243 238 54 52 30 0 6 0 兼9

Experimental Electronics Laboratory 2 ○ 2

Advanced Engineering Science Ⅰ 2 ○ 1

Advanced Engineering Science Ⅱ 2 ○ 1

Advanced Engineering Science Ⅲ 2 ○ 5 1 1 ※演習

2 ○ 1

－ 0 10 0 7 4 0 1 0 －

－ 289 549 64 84 72 3 12 0 兼85

－

Topics in Mechanical and Intelligent Systems Engineering Ⅱ

国
際
科
目

小計（269科目）

小計（5科目） －

合計（474科目） －

学位又は称号 学士（工学） 学位又は学科の分野

（注）
１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科における通信
　教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与する学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専
　門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関する基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備

工学

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

①機械システムプログラム
　総合文化科目27単位以上（うち必修８単位）、実践教育科目16単位以上（うち必修12単位）、専門
科目86単位以上（うち必修64単位）、共通単位４単位以上、合計133単位以上を修得すること。

②電子工学プログラム
　総合文化科目27単位以上（うち必修８単位）、実践教育科目16単位以上（うち必修12単位）、専門
科目85単位以上（うち必修69単位）、共通単位５単位以上、合計133単位以上を修得すること。

③光工学プログラム
　総合文化科目27単位以上（うち必修８単位）、実践教育科目16単位以上（うち必修12単位）、専門
科目86単位以上（うち必修72単位）、共通単位４単位以上、合計133単位以上を修得すること。

④物理工学プログラム
　総合文化科目27単位以上（うち必修８単位）、実践教育科目16単位以上（うち必修12単位）、専門
科目84単位以上（うち必修71単位）、共通単位６単位以上、合計133単位以上を修得すること。

⑤化学生命工学プログラム
　総合文化科目27単位以上（うち必修８単位）、実践教育科目16単位以上（うち必修12単位）、専門
科目85単位以上（うち必修67単位）、共通単位５単位以上、合計133単位以上を修得すること。

（履修科目の登録の上限（平成28年度入学生を除く）：26単位（各学期。ただし、直前の学期のGPA
が2.5以上の場合、次学期は30単位まで履修可能。）

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

　　　員等の配置」に加え，前期課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教員等の配置」を併記すること。
　（２）「学位又は称号」の欄には，当該専門職大学を卒業した者に授与する学位に加え，当該専門職大学の前期課程を修了した者
　　　に授与する学位を併記すること。
　（３）「卒業・修了要件及び履修方法」の欄には，当該専門職大学の卒業要件及び履修方法に加え，前期課程の修了要件及び履修
　　　方法を併記すること。

５　「授業形態」の欄は，各授業科目について，該当する授業形態の欄に「○」を記入すること。ただし，専門職大学等又は専門職
　学科を設ける大学若しくは短期大学の授業科目のうち，臨地実務実習については「実験・実習」の欄に「臨」の文字を，連携実務
　演習等については「演習」又は「実験・実習」の欄に「連」の文字を記入すること。
６　課程を前期課程及び後期課程に区分する専門職大学若しくは専門職大学の学部等を設置する場合又は前期課程及び後期課程に区
　分する専門職大学の課程を設置し，若しくは変更する場合は，次により記入すること。
　（１）各科目区分における「小計」の欄及び「合計」の欄には，当該専門職大学の全課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教

　考に係るものを含む。）についても作成すること。
２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受け
　ようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を
　受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書類を作成する必要はない。
３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。
４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。
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手

哲学 1･2･3･4後 2 ○ 1

倫理学 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

心理学 1･2･3･4後 2 ○ 1

歴史学 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

科学史 1･2･3･4後 2 ○ 1

文学 1･2･3･4後 2 ○ 1

美術 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

音楽 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

経済学 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

社会学 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

法学 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

地理学 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

社会思想史 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

科学という文化 3･4前 2 ○ 兼1

科学技術と倫理 3･4前 2 ○ 兼1

国際文化論 3･4前 2 ○ 兼1

国際技術協力論 4前 2 ○ 兼1

応用幾何学 2･3･4後 2 ○ 1

応用代数学 2･3･4後 2 ○ 1

Academic Written English I 1前 1 ○ 1 兼1

Academic Written English II 1後 1 ○ 1 兼1

Academic Spoken English I 1前 1 ○ 1 1 兼1

Academic Spoken English II 1後 1 ○ 1 1 兼1

2前 1 ○ 1 1 兼1

2後 1 ○ 1 1 兼1

Academic Presentation in English 3前 1 ○ 1 1 兼1

Academic Writing in English 3後 1 ○ 1 1 兼1

健康実践論 1前 2 ○ 3 2 ※演習

環境科学 2前 2 ○ 1

－ 10 40 0 6 9 0 0 0 兼10

アカデミックリテラシー 1前 2 ○ 2

コンピュータリテラシー 1前 2 ○ 2 1

基礎物理学実験 1後 1 ○ 2

基礎化学実験 1後 1 ○ 1

2前 2 ○ 1

3前 1 ○ 1

Academic English for the 2nd Year I

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（情報理工学域先端工学基礎課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

Academic English for the 2nd Year II

小計（29科目） －

総合コミュニケーション科学

データサイエンス演習

実
践
教
育
科
目

総
合
文
化
科
目
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技術課程演習第一 3前 2 ○ 1

技術課程演習第二 3後 2 ○ 1

知的財産権 4前 2 ○ 1

技術者倫理 4後 2 ○ 兼1

－ 12 5 0 9 1 0 1 0 兼1

基礎微分積分学第一 1前 2 ○ 1

基礎微分積分学第二 1後 2 ○ 1 兼1

ベクトルと行列第一 1前 2 ○ 1

ベクトルと行列第二 1後 2 ○ 1

基礎物理学第一 1前 2 ○ 1

基礎物理学第二 1後 2 ○ 1

基礎プログラミングおよび演習 1後 2 ○ 1 1 ※演習

化学結合と構造 1前 2 ○ 1

基礎解析学 2前 2 ○ 1

基礎物理学第三 2前 2 ○ 兼1

離散数学 1後 2 ○ 兼1

応用数学第一 2前 2 ○ 1

応用数学第二 2後 2 ○ 2

確率統計 2後 2 ○ 1

プログラミング通論および演習 2前 2 ○ 1 ※演習

論理回路学 2前 2 ○ 1

電磁気学および演習 2前 3 ○ 1 1 ※演習

電気回路学および演習 2後 3 ○ 2 1 ※演習

基礎電子工学 2後 2 ○ 1

3前 1 ○ 1

プログラミング実験 3前 1 ○ 1

情報通信と符号化 3前 2 ○ 1

アルゴリズム・データ構造および演習 2後 2 ○ 1 ※演習

制御工学 3前 2 ○ 1

設計工学 3前 2 ○ 1

電子回路学 3前 2 ○ 1

回路システム学 3前 2 ○ 1

計算機工学 3後 2 ○ 1

信号処理論 3後 2 ○ 1

電磁波工学 3後 2 ○ 1

組み込みシステム 3後 2 ○ 1

情報学実験 3後 1 ○ 1

知能機械工学実験 3後 1 ○ 1

輪講A 4前 1 ○ 1 2

輪講B 4後 1 ○ 1 2

情報メディアシステム 4前 2 ○ 3 1

知能システム 4後 2 ○ 1

通信・ネットワーク 4前 2 ○ 1

－小計（10科目）

専
門
科
目

アナログ回路実験
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暗号情報セキュリティ 4後 2 ○ 1

計測工学 4前 2 ○ 1

メカトロニクス 4前 2 ○ 1

ロボティックス 4後 2 ○ 1

ヒューマンインタフェース 4後 2 ○ 1

先端トピックス 4前 2 ○ 1 兼1※演習

卒業研究Ａ 4前 3 ○ 1 2

卒業研究B 4後 3 ○ 1 2

－ 48 42 0 24 22 0 0 0 兼４

－ 70 87 0 36 31 0 1 0 兼15合計（85科目） －

学位又は称号 学士（工学） 学位又は学科の分野 工学

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等
　総合文化科目24単位以上（うち必修10単位）、実践教育科目14単位以上（うち
必修12単位）、専門科目80単位以上（うち必修48単位）、共通単位６単位以上、
合計124単位以上を修得すること。

（履修科目の登録の上限（平成28年度入学生を除く）：26単位（各学期。ただ
し、直前の学期のGPAが2.5以上の場合、次学期は30単位まで履修可能。）

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

小計（46科目） －

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

90分

（注）
１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科における
　教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与する学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高
　門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関する基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第
　考に係るものを含む。）についても作成すること。
２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を
　ようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認
　受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書類を作成する必要はない。

１時限の授業時間

　　　方法を併記すること。

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。
５　「授業形態」の欄は，各授業科目について，該当する授業形態の欄に「○」を記入すること。ただし，専門職大学等又は専
　学科を設ける大学若しくは短期大学の授業科目のうち，臨地実務実習については「実験・実習」の欄に「臨」の文字を，連携実務
　演習等については「演習」又は「実験・実習」の欄に「連」の文字を記入すること。
６　課程を前期課程及び後期課程に区分する専門職大学若しくは専門職大学の学部等を設置する場合又は前期課程及び後期課程に区
　分する専門職大学の課程を設置し，若しくは変更する場合は，次により記入すること。
　（１）各科目区分における「小計」の欄及び「合計」の欄には，当該専門職大学の全課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教
　　　員等の配置」に加え，前期課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教員等の配置」を併記すること。
　（２）「学位又は称号」の欄には，当該専門職大学を卒業した者に授与する学位に加え，当該専門職大学の前期課程を修了した者
　　　に授与する学位を併記すること。
　（３）「卒業・修了要件及び履修方法」の欄には，当該専門職大学の卒業要件及び履修方法に加え，前期課程の修了要件及び履修
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【資料1】

（ 成長分野を支える理系人材の輩出状況 ］ 
各国の自然科学（理系）学部の学位（学部段階）取得者割合（※）の推移
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※「理·エ ・ 農·医 ・ 歯 ・ 薬 ・ 保健」及びこれらの学際的なものについて「その他」区分のうち推計

【出典】文部科学省「諸外国の教育統計」より作成
ー学則変更の趣旨（資料） ー36-

【出典】文部科学省「大学・高専機能強化支援事業の創設について（令和5年4月）」より
https:/ /www.niad.acjp/josei/media-download/6468/89b97d3fddf32dfe/ 
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IMD WORLD DIGITAL COMPETITIVENESS RANKING 2021

Rank 1-64 2020 2021 1 yr Change
USA 1 1 -
Hong Kong SAR 5 2 + 3
Sweden 4 3 + 1
Denmark 3 4 - 1
Singapore 2 5 - 3
Switzerland 6 6 -
Netherlands 7 7 -
Taiwan, China 11 8 + 3
Norway 9 9 -
UAE 14 10 + 4
Finland 10 11 - 1
Korea Rep. 8 12 - 4
Canada 12 13 - 1
United Kingdom 13 14 - 1
China 16 15 + 1
Austria 17 16 + 1
Israel 19 17 + 2
Germany 18 18 -
Ireland 20 19 + 1
Australia 15 20 - 5
Iceland 23 21 + 2
Luxembourg 28 22 + 6
New Zealand 22 23 - 1
France 24 24 -
Estonia 21 25 - 4
Belgium 25 26 - 1
Malaysia 26 27 - 1
Japan 27 28 - 1
Qatar 30 29 + 1
Lithuania 29 30 - 1
Spain 33 31 + 2
Kazakhstan 36 32 + 4
Czech Republic 35 33 + 2
Portugal 37 34 + 3
Slovenia 31 35 - 4
Saudi Arabia 34 36 - 2
Latvia 38 37 + 1
Thailand 39 38 + 1
Chile 41 39 + 2
Italy 42 40 + 2
Poland 32 41 - 9
Russia 43 42 + 1
Cyprus 40 43 - 3
Greece 46 44 + 2
Hungary 47 45 + 2
India 48 46 + 2
Slovak Republic 50 47 + 3
Turkey 44 48 - 4
Jordan 53 49 + 4
Romania 49 50 - 1
Brazil 51 51 -
Bulgaria 45 52 - 7
Indonesia 56 53 + 3
Ukraine 58 54 + 4
Croatia 52 55 - 3
Mexico 54 56 - 2
Peru 55 57 - 2
Philippines 57 58 - 1
Colombia 61 59 + 2
South Africa 60 60 -
Argentina 59 61 - 2
Mongolia 62 62 -
Botswana - 63 New
Venezuela 63 64 - 1

Rank 1-32 2020 2021 1 yr Change Rank 33-64 2020 2021 1 yr Change
USA 1 1 - Czech Republic 35 33 + 2
Hong Kong SAR 5 2 + 3 Portugal 37 34 + 3
Sweden 4 3 + 1 Slovenia 31 35 - 4
Denmark 3 4 - 1 Saudi Arabia 34 36 - 2
Singapore 2 5 - 3 Latvia 38 37 + 1
Switzerland 6 6 - Thailand 39 38 + 1
Netherlands 7 7 - Chile 41 39 + 2
Taiwan, China 11 8 + 3 Italy 42 40 + 2
Norway 9 9 - Poland 32 41 - 9
UAE 14 10 + 4 Russia 43 42 + 1
Finland 10 11 - 1 Cyprus 40 43 - 3
Korea Rep. 8 12 - 4 Greece 46 44 + 2
Canada 12 13 - 1 Hungary 47 45 + 2
United Kingdom 13 14 - 1 India 48 46 + 2
China 16 15 + 1 Slovak Republic 50 47 + 3
Austria 17 16 + 1 Turkey 44 48 - 4
Israel 19 17 + 2 Jordan 53 49 + 4
Germany 18 18 - Romania 49 50 - 1
Ireland 20 19 + 1 Brazil 51 51 -
Australia 15 20 - 5 Bulgaria 45 52 - 7
Iceland 23 21 + 2 Indonesia 56 53 + 3
Luxembourg 28 22 + 6 Ukraine 58 54 + 4
New Zealand 22 23 - 1 Croatia 52 55 - 3
France 24 24 - Mexico 54 56 - 2
Estonia 21 25 - 4 Peru 55 57 - 2
Belgium 25 26 - 1 Philippines 57 58 - 1
Malaysia 26 27 - 1 Colombia 61 59 + 2
Japan 27 28 - 1 South Africa 60 60 -
Qatar 30 29 + 1 Argentina 59 61 - 2
Lithuania 29 30 - 1 Mongolia 62 62 -
Spain 33 31 + 2 Botswana - 63 New
Kazakhstan 36 32 + 4 Venezuela 63 64 - 1
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Figure 7: Digital competitiveness ranking 2020 and 2021

Appendices

IMD WORLD DIGITAL COMPETIT IVENESS RANKING 202124

【資料3】

【出典】IMD「IMD WORLD DIGITAL COMPETITIVENESS RANKING 2021」より
 https://www.imd.org/globalassets/wcc/docs/release-2021/digital_2021.pdf
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Q．今後3年間で、貴社が採用 ・ 育成したいデー タサイエンティストの人材像をお答えください。 (SA) 【濱t米斗4】

採用・育成したいDSの人材像としては、 ビジネス課題解決人材が
最も多く43%、 サー ビス開発人材のニーズも拡大

100% 

80% 

60% 

40% 

20% 

0% 

18% 

60/。

6% 

2019年

26% 

8% 

9% 

2020年

180/。

11% 

10o/o 

2021年

■ データによるビジネス課題解決を得意とする人材

■ 複数の分野を俯諏的にみてデータ分析の活用を戦略的に考
えられる人材

■ データを使ったサービスを開発する人材

■ 統計やAIなどのデータ分析に関する「理論」に詳しい人材

■ データ分析のプロフェッショナルな人材

データのハンドリングを得意とする人材（エンジニア）

■ データを使ったアー ト作品を作るクリエイター的な人材

未回答

1今後 3 年間で、データサイエンティストを1人以上増員予定の企業(2019 n=88, 2020 n=66, 2021 n=83)

DataScientist Society 

【出典】一般社団法人データサイエンティスト協会「データサイエンティストの採用に関するアンケート」より
https://www.datascientist.or jp/ common/ docs/ corporate_research2021.pdf 

Copyright © 2022 The 」apan DataScientist Society. All Rights Reserved. 
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新たな価値を創造する型破りなトップ人材の育成
「デザイン思考・データサイエンスプログラム」の設置

↑‘ 
プワ..,.ン思考・テータサイエンスフロクラム」 （完成時入学定員：学細5名、修土45名、博土10名）

► IMDAQ®（イムダック）※の幅広い知識及び高い専門性に基づく実践力と世界で活躍する国際性を兼ね備え、
現実社会でイノベーションを創出し、産業振興に資する高度情報専門人材を育成

※「情報（I)、 数理（M)、 データサイエンス(D）、 人工知能（A)、 量子 (Q) 」を表す略語で本学の登録商標

► 「学域（学部） ・ 修士6年一貫コース」＋「博士課程」で大学と社会の回転ドアを構築
情報処理関連の エレクトロニクス ・ 通信機器

新たな価値を創造する型破りなトップ人材研究職 ・ 技術職

海外大学・ 1月『ぶ];？t| 1杢塁孟；；；r 翌 1

モ ・ コンピュータ関連企業

詈 I戸二門言竺：霊| （ 理論：事例研究 ） （実践：分析・戦略提案
卜・学生交流

翌塁9ン授業 7--1し＿ 大学と社会の回転ド ―、 l 
ブ

・共同研究 ，立....L..V�
7 Ii ト

キャップストーンプロジェクト I -
ー 音キ

講ヤ
議ン

1 国際会議参加 11 国内・国際(2回）のインターンシップ 1 プ

1 アルゴリズム論 I I 人工知能 I I デザイン

応 I 数理・統計学 I Iプログラミング I I 社会シミュレーション I DTXDS
用

雷II| I M DAQ® 

産官学コン
ソ ーシアム

連携企業、自治
体、大学等

・ビッグデータ提供
・インター ンシップ
・実務家教員派遣
・カリキュラム開発

国際性 データサイエンス (DS)
幅広い基礎と高い専門性を
修得する本学独自のDS教育

デザイン思考 (DT)
海外大学等との連携や国際イン
ターンシップによる国際性促進

,UEf2 
国立大学法人

電気通信大学【資料5】
The University of Electro-Communications 

■如し

► 日本初のDS分野とデザイン思考の融合教育
► 演習 ・ 実習中心の実践力養成プログラム
► 著名データサイエンテイストによる実データを活用

した実践型課題解決教育
► 企業等と協働で実社会の課題に取り組む社会実装を

見据えたプロジェクト型教育（キャップストー ンプ
ロジェクト）

► デジタル先進国の海外大学等との連携による海外研
修、オンライン教育

► Kaggle（世界最大の機械学習競技会）における
Maste濯得を目指す

9 
► 独自のカリキュラムを展開する情報系分野の基礎・

基盤を持つ大学
【国の認定制度等】
• H29「データ関連人材育成拠点」
• R4「数理・データサイエンス ・ AI教育プログラム」
「応用基礎レベル」プラス

・運営費交付金「数理・データサイエンス ・ AI教育強
化分」の理工農学分野「特定分野校」・「サイバー

セキュリティ推進校」
【社会からの評価】
・入学志願倍率6.4倍(RS年度I類（情報系））
・全卒業生の約6割が情報通信分野に就職
►6年一貫コースの先行実施 (R5：学域15名、修士10名）
►コンソ ーシアムによる産官学協力体制の確立

0多様な業種の企業や自治体、大学 ・ 高専などが参画
0企業の保有データを教育に提供
・経営戦略提案の実績

-
システム思考 (ST)

ユーザー視点で潜在的ニ ーズを
明らかにし新たな価値を創造す

る思考法
イノベーション ・ マインド

一！！料子3花窃 TT.

アイデアをシステムに組み上げる能力 幅広い視点を獲得し実社会の問題に対応
多元的な多様性の確保
► 女子学生：女子枠入試の実施
► 情報に強い学生： 「情報I 」科目導入（個別前期日程）、CBT入試(I類特別選抜）
► 留学牛：留学フTアヘの参画、UECセミナー inASEAN

墨—
DX人材不足解消、産業振興•国

［出典＂冒気通
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新たな価値を創造する型破りなトップ人材の育成
国立大学法人

「デザイン思考・データサイエンスプログラム」の設置
匹電気通信大学【資料6】

The University of Electro-Communications 

定員増加計画
► 情報の応用 ・ 活用分野の高度専門技術者を養成する学域（学部） I類（情報

系）及び大学院情報学研究科情報学専攻に設置。
► R5年度に1類15名（学内振替）、修士課程10名（定員増）で先行実施。以降、

計画的に拡充するとともに、博士課程にも新たに設置。
► 入学定員(R12年度完成時） ： I類（情報系）45名 ・ 修士45名 ・ 博士10名

（定員増加計画）
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人材ニーズヘの的確な対応

► データアントレプレナーフェロープログラム(DEFP)コンソーシアムでは、企
業、自治体、大学のほか、研究機関やシンクタンク、非営利法人、商工会議所
などで構成。企業はデータサイエンス関連をはじめ、製造業、保険業、人材紹
介業など幅広い分野から参画(RS: 32社 ・ 団体等）

► 本プログラムでは、このコンソーシアムの枠組みを継続
► 企業や社会のニーズを常にアップデート。カリキュラム編成に反映
► 地域の社会的課題の解決に取り組む「調布

スマートシティ協議会」でも設立メンバー 直企9
として中核的立場で活動しニーズを把握 ［三：こ／三□□• CO2データ分析による地元商店街のコロナ

・ 文よ誓醤喜畠治体 ・ 企業とのワ ーク ［三三□/日':'且：ばt��-=万含
学

ショップに参加し直接企業等と交流するこ 研究鳩関 1 非営利法人等

とで、学生自身が社会のニーズを認識 卜悶閉酷翌雰9宮
ティスト協会 など

質の高い教員育成
► 学域（学部） ・ 修士一貫6年コースによる体系的なカリキュラム編成
► 修士学位取得後にDS分野のエキスパート人材として社会で実務経験を積み、改

めて本プログラムの博士後期課程に入学（大学と社会との回転ドア）
► より先端的な知識、技術を修得して博士の学位を取得し、世界トップレベルの

大学教員などの路に進む
► 本学でも修士を修了し実務経験を積んだ後に博士の学位を取得した者(DEFP修

了者）をR5年4月にデータ教育センターの特任教員として採用

企業等との連携体制

【実務経験者の大学への派遣】
► DEFPで現役データサイエンティストを講師として招聘する体制を構築済み
► R5年 4 月にKaggleMasterであるデータサイエンティストを専任教授として招

聘。R5年10月にも2名採用予定
► クロスアポイントメント制度により約1 0 名を実務家教員として採用予定

【インターンシップの実施】
► DEFPではコニカミノルタなどのDS企業でインターンシップを実施
► 本プログラムでは、専門活用型 ・ 研究型インターンシップを推進
► R5年度からはNEC ・ 北米研究所や日鉄ソリューションズ・インドネシア等での

国際インターンシップを開始
【企業との共同研究等】

► NEC、日立製作所等との継続的な共同研究
► 企業等から実データの供与

他大学等への展開

コンソ ーシアム

外部資金獲得方策
► DEFPコンソーシアムで確立している取組に

賛同する企業等からの協賛金制度を継続
► 連携企業との共同研究の積極的推進
（例）アフラックとのビッグデータを活用した

健康や福祉向上に関する共同研究

1b百万円）

3.5 

。 一
H30 

7.0 7.0 

R3 

► 「実践型UECデータサイエンティスト養成プログラム」は共通政策課題「数
理 ・ データサイエンス ・ AI教育の全国展開の推進」の特定分野校に選定

► 令和4年にはテキスト「デザイン思考に基づく新しいソフトウェア開発手法
EPISODE」を発刊

► DEFPの授業内容をまとめた「量子AI·
データサイエンス叢書」を刊行(R S年
3月に第1冊目として「実践マーケティ
ングデータサイエンス」を刊行）

► 埼玉県教育委員会からの依頼により、高
校教員向けDS教育e—ラーニングビデオ
を作製し、他県にも広く展開

► 多数の学生の学修習熟度を正確に評価で
きる試験ツ ールを開発し活用中。今後、
全国展開へ 【出典】電気通信大学作成 出版済み教科書
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第１章 はじめに 
 この学修要覧では，本学の卒業認定・学位授与の方針及び教育課程編成・実施の方針とともに，修

学するために必要な事項について，学則及び情報理工学域履修規程に基づき解説する。 

 まず，この第１章では，本学の卒業認定・学位授与の方針及び教育課程編成・実施の方針を示す。

第２章では，各類・課程において履修すべき科目とその単位数について述べ，卒業要件を説明し，第

３章で履修の方法を示し，第４章で休学や退学などの学籍に関することや，各種資格などのその他の

事項について説明する。 

 そして最後に，情報理工学域履修規程，電気通信大学学則（抜粋），カリキュラム表（授業科目及

び単位数並びに学期別毎週授業時間数），履修上の要点などを付録に示す。 

1.1 卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

 電気通信大学は，情報理工学の分野において，豊かな教養，グローバルな視野，社会性・国際性な

らびに倫理観を涵養し，高度コミュニケーション社会の持続的な発展に貢献する研究者・技術者を養

成する。夜間主コースにおいては，社会の現場で修得した実践的な知識と経験を生かし，情報理工学

分野の先端技術や知識を理解できる専門能力を備えた専門技術者を養成する。同時に高度コミュニ

ケーション社会を支える新しい「総合コミュニケーション科学」を創出し，「人と人」，「人と社会」，

「人と自然」，「人と人工物」の全てのコミュニケーションと相互作用を対象に置き，基礎から応用に

至る研究を有機的に融合させた学術の発展と新しい価値の創造を図り，豊かな社会の進歩発展に寄

与することを目標としている。

そのためには，学生一人一人が確かな基礎学力を養い，主体的な学びにより高度な専門知識を修得

し，広い視野と知識で能動的に課題を探求し，その課題を解決することのできる能力と持続的な学修

能力を修得することが求められる。

 本学の人材育成の理念に基づく卒業認定・学位授与の方針に謳った３つの能力を修得した者に学

士の学位を授与する。

（１）幅広く深い科学的思考力

情報理工学の分野において幅広い視野をもった科学者・技術者として，確かな基礎学力と豊

かな教養を身につけ，体系的な専門知識および技術の修得により，柔軟性と創造性を備えた応

用力・実践力をもって課題を解決できる。

（２）科学者・技術者としての倫理観および社会性・国際性

科学者・技術者として，グローバル化した科学・技術のもたらす人間・社会・環境への影響

の重要性を理解することができる。

科学・技術と国際社会・環境との関わり方を意識し，高い倫理観を持って行動できる。

（３）論理的コミュニケーション能力

幅広いコミュニケーション手段・技術を活用して正確かつ論理的に情報を伝え，科学的思考

のもとに討論を行う能力を持ち，他人の考えを正しく理解し，自分の考えを他人に正しく伝え

られる。

また，課題について熟考し，有益な議論を進められる。

【資料7】

【出典】電気通信大学「令和５年度入学生用学修要覧（情報理工学域）」より
http://kyoumu.office.uec.ac.jp/youran/youran2023-gakuiki.pdf
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1.2 教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

 この卒業認定・学位授与の方針に基づき，情報理工学域のカリキュラムは，人間性の陶冶に資する

「総合文化科目」と，科学者・技術者として身につけるべき全類共通の「実践教育科目」，理工系の

基礎から各類（課程）・専門教育プログラムの専門性へと系統的に展開する「専門科目」の三つの科

目群から構成されている。本カリキュラムは勉学に取り組む十分な意欲と能力を養うとともに幅広

い基礎学力，類（課程）共通の専門基礎力に重点をおき，併せて類（課程）内の各専門教育プログラ

ムの内容を解きほぐして提示する俯瞰授業等によって専門分野に関する理解を深め，３年次から学

修者の志向および資質に即して段階的に進路を選択し専門教育プログラムに所属して専門性を極め

る体系となっている。先端工学基礎課程（夜間主コース）には，さらに，就労経験（企業内研修によ

る労働経験）に基づいた課題研究を大学と企業の連携指導の下で進め，専門分野における現実的技術

あるいは課題について，工学的に読み解き，解決できる応用力・実践力を育成する科目を配置してい

る。

１．教育課程の編成方針・教育内容及び教育の実施方法に関する方針 

 幅広く深い科学的思考力 

基礎学力と豊かな教養を身につけ，体系的な専門知識や技術を修得します。具体的には，１年

次では，全学共通科目を中心に情報学・理工学全般の基礎を幅広く学び，年次を追って，段階的・

探求的に専門性を高めます。 

また，４年次では，研究室に配属され，卒業論文の完成を目指して教員の指導を受けます。そ

の過程で，研究に必要な専門的知識と，問題発見や課題遂行のための自律的能力，並びに，客観

的な観察やデータに基づく問題解決能力を修得します。 

 科学者・技術者としての倫理観および社会性・国際性 

通常の全学共通科目，専門科目に加えて多彩な倫理・キャリア教育科目が設けられ，それらの

科目の修得ならびに４年次の配属研究室における卒業論文研究の指導や e ラーニングを通して，

科学・技術と国際社会・環境との関わり方を意識した，科学者・技術者としての倫理観と社会性・

国際性を身につけます。 

 論理的コミュニケーション能力 

各種科目の授業や卒業論文作成・発表，さらには海外インターンシップ等を通じて，幅広いコ

ミュニケーション手段・技術を活用し，自らの考えを正確に伝えるとともに他者の考えを正しく

理解できる国際的に通用する論理的コミュニケーション能力を身につけます。

２．学修成果の評価に関する方針 

授業科目の成績評価は試験、レポート等により授業目標の達成状況に応じて行います。卒業研

究については、論文の内容および口頭発表の評価を総合的に判断して判定します。成績は、秀・

優・良・可及び不可の 5 種類の評語をもって表し、秀・優・良及び可を合格とします。ただし、

学域が指定する授業科目の成績は、合格・不合格で表します。合格した者には所定の単位を付与

します。

 大学における学修には，学修者である学生諸君の主体的・能動的な学修姿勢が強く求められる。特

に，実験・演習は，講義で学んだ知識や技術を体験により定着させ，実践的な技術・技法を確実に身

【資料8】
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につけるための重要な科目である。また，昼間コースで必修となっている卒業研究は，教員の個別指

導のもとに，はじめて自分で一つの研究課題に取り組み，修得した専門知識や技術を総動員して解決

する経験をするものであり，４年間の学修の総仕上げとして極めて重要な意義を持っている。 

 学士課程での学びにおいては，自ら積極的に行動しなければ達成感のある成果が得られないこと

は言うまでもない。また，単に知識や技術を吸収するだけでなく，自分で納得ゆくまで深く考え，物

事の本質を捉えようとする姿勢とその過程で培われる論理的思考能力を獲得することが大切である。 

 学士課程の教育はそれ自体で一旦完結するものであるが，学問の視野を広げ，より高度な専門知

識・技術を修得し，グローバル社会でリーダーとして活躍することを目指す者は，大学院においてさ

らに学修を続けることを強く勧める。大学院博士前期課程には各類の教育プログラムが継続されて

おり，そこで展開されている「大学院連携科目」を介して学域と大学院のカリキュラムの連続性が図

られており，その科目は学域の学修者にも開放されている。 

1.3 各類・課程におけるカリキュラム・ポリシー 

1.3.1 Ⅰ類（情報系）［ClusterⅠ（Informatics and Computer Engineering ）］ 

メディア情報学プログラム：（Media Science and Engineering Program）

経営・社会情報学プログラム：（Management Science and Social Informatics Program）

情報数理工学プログラム:（Mathematical Information Science Program）

コンピュータサイエンスプログラム：（Computer Science Program）

デザイン思考・データサイエンスプログラム：（Design Thinking and Data Science Program） 

Ⅰ類（情報系）のカリキュラム・ポリシー 

１．教育課程の編成方針・教育内容及び教育の実施方法に関する方針 

・幅広く深い科学的思考力

１年次では，全学共通の総合文化科目，並びに，Ⅰ類共通の情報系の基礎科目に加えて「離散数学」，

「情報領域演習第一」を履修し，情報技術を学ぶ上で必要となる幅広い科学的思考力の基礎を養いま

す。 

２年次では，数学・情報学を中心とするⅠ類共通の基礎科目を履修し，各専門プログラムに進むた

めに必要な基礎的知識を修得するとともに，１年次に引き続き「情報領域演習第二・第三」を履修す

ることで，学んだ知識を活用する力を身につけます。 

３年次では，メディア情報学，経営・社会情報学，情報数理工学，コンピュータサイエンス，デザ

イン思考・データサイエンスの５つのプログラムに分かれて学修し，体系的な専門知識と技術を修得

します。

４年次では研究室に所属し，卒業論文の完成を目指して教員の指導を受けます。その過程で，研究

に必要な専門知識とともに，問題発見や課題遂行のための自律的能力，客観的な観察やデータに基づ

いた問題解決能力を修得します。 

・科学者・技術者としての倫理観および社会性・国際性

通常の専門科目に加えて多彩な倫理・キャリア教育科目および国際科目が用意されており，それら

の受講を通して，科学・技術と国際社会・環境との関わり方を意識し，科学者・技術者としての高い

倫理観と社会性・国際性を身につけます。 

情報倫理に関する e ラーニング等と合わせて，各研究室においてコンピュータの使用および研究

を進める上での倫理的側面に関する指導を受け，倫理観を身につけます。 
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・論理的コミュニケーション能力 

授業，研究指導，セミナーへの参加，卒業論文の発表などの場を通して，専門的内容に関する説明，

理解，討論などの論理的コミュニケーション能力を高めます。 

 

２．学修成果の評価に関する方針 

授業科目の成績評価は試験、レポート等により授業目標の達成状況に応じて行います。卒業研究に

ついては、論文の内容および口頭発表の評価を総合的に判断して判定します。成績は、秀・優・良・

可及び不可の 5 種類の評語をもって表し、秀・優・良及び可を合格とします。ただし、学域が指定す

る授業科目の成績は、合格・不合格で表します。合格した者には所定の単位を付与します。 
 

１）メディア情報学プログラム 

豊かで快適な高度情報化社会における情報メディアおよび，それらを用いた新しいコミュニケー

ションや人の社会活動の方法を教育・研究する。具体的には，人と情報システムを結ぶヒューマンイ

ンタフェースの開発・研究における映像，音響，触覚などの情報処理を用いた五感メディア，人工知

能やエージェント技術を用いる知的メディア，いつでもどこでも安心して使える社会的メディアを

統合したコミュニケーションや表現力などを教育する。メディア論，コミュニケーション論など，人

文社会科学の観点からもメディアと人間との関わりを新たに取り入れ多面的に教育する。 

目指す人材像は，メディア情報分野における，コンピュータの知識やプログラミングを身につけた

社会のリーダーとして活躍できる高度な専門家である。メディアを用いた社会システムの提案・運用，

芸術作品などの人材の育成にあたっては，授業だけでなく，実験・演習や制作，グループ討論を重視

し，知識の修得だけでなく，自ら発想し行動する能力を養成する。 

２）経営・社会情報学プログラム 

グローバル社会の企業における経営の最適化や社会活動における危機管理には，確率・統計やオペ

レーションズリサーチをはじめ，マルチエージェント・人工知能・複雑ネットワークなどの数理モデ

ルを利用した経営科学や経営工学に基づくアプローチが重要である。また，コンピュータの出現や情

報通信技術の発展によって，経営科学や経営工学をより高度に実践することが可能となり，情報シス

テム開発，企業および社会の経営において，人間の行動の論理的な理解が必要になってきている。 

本プログラムでは，数理，経営情報，社会情報，危機管理，知能情報，人間情報を対象とし，情報

の最適化を指向したジョブデザイン，開発・生産・マネジメントのためのシステム企画・設計，ネッ

トワーク・ソフトウェア・ハードウェア，大規模複雑システムを総合的に分析・構築する分野に関す

る専門知識を身に付けた論理的で創造性および広い視野を持つ人材を育成する。 

３）情報数理工学プログラム 

ますます巨大化・複雑化する情報社会において，エンジニアは，グローバル化を仕掛けたり，ビッ

グデータの利活用に踏み出したり，まるで未開のジャングルを切り開くパイオニアのようである。本

プログラムでは，このようなパイオニアの育成を目標とし，物理，生命，経済，知能など，現実世界

の多岐にわたる現象の数理的構造を見抜き，諸問題を創造的に解決する力を育む。 

プログラム前半の教育目標は，情報学の基礎となる知識と技術の体得である。数値計算，離散数学

並びにプログラミングの手法を学ぶ過程で，情報社会を自律的に生き抜くために必要となるような

方法を教える。プログラム後半の教育目標は，応用力と実践力の強化にある。高性能計算，アルゴリ

ズムの設計と解析，モデル化とシミュレーション，最適化，人工知能とゲーム情報学などを自由に学

び，本プログラムを修了するまでに，激変する情報社会の本質を見抜き，未踏領域を他者と協調して

切り拓く能力を培う。 

４）コンピュータサイエンスプログラム 

高度情報ネットワーク社会の発展に不可欠な，コンピュータとその利用に関する幅広い基幹技術

と理論を学修する。コンピュータとネットワークの論理・システム設計やソフトウェアの解析・制御
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手法などを学ぶ科目を配置し，さらに修得した知識を活用したプログラミングや回路設計などの演

習や実験を通じて，ソフトウェアからハードウェアまでをバランスよく身につけ，次世代の情報ネッ

トワーク社会を切り拓く人材を養成する。 

卒業論文の研究テーマは，離散数学やアルゴリズムなどの理論系，システムソフトウェアやグラフ

ィックプロセッサによる科学シミュレーションなどのプログラミング系，ビッグデータ解析やセキ

ュリティ・プライバシーなどのネットワーク系，と多岐に渡る。さらに基礎研究にとどまることなく，

産学官連携や地域連携による実用化と製品やサービスとしての展開など，応用研究にも力を入れて

いる。コンピュータ技術はほぼ全てのディジタル製品に実装され応用範囲はさらに拡大しており，工

学にとどまることなく社会学や環境学などの異分野融合も活発化している。本プログラムでもその

ようなテーマに多角的に取り組み，より豊かで安心な社会の実現に向けた技術と学問の発展および

その技術者や研究者の育成を進めている。 

５）デザイン思考・データサイエンスプログラム 

現在、ビジネスや研究の現場ではビッグデータが爆発的に増加し多種多様なデータが氾濫してい

ることから，これまでの経験的価値観だけでは埋蔵された有意義な情報に出会い分析することは，ほ

ぼ不可能に近い。そのため，確率・統計などの数理的手法に加えて，人工知能（AI），機械学習など

の情報技術を利用したデータサイエンスに基づくアプローチが大変重要である。 

一方，今まで直面したことがない答えのない課題に対して，科学的根拠に基づいた意思決定を行い，

ビッグデータから有意義な情報を抽出し，法則，関連性を見出しながらイノベーションを創出するた

めには，今までになかった新たな価値を創造することが不可欠である。そのための手法としてデザイ

ン思考が世界的に注目を集めている。 

本プログラムでは，データサイエンスに加えて，デザイン思考，システム思考，国際感覚，イノベ

ーション・マインドに関する学習と実践を通して，AI を創り，AI を使いこなすことができる高い創

造性を持った人材を育成する。 

 

1.3.2 Ⅱ類（融合系）［ClusterⅡ（Emerging Multi-interdisciplinary Engineering）］ 

セキュリティ情報学プログラム：（Information Security Engineering Program） 

情報通信工学プログラム：（Information and Communication Engineering Program） 

電子情報学プログラム:（Electronics and Information Engineering Program） 

計測・制御システムプログラム：（Measurement and Control Systems Program） 

先端ロボティクスプログラム：（Advanced Robotics Program） 

 

Ⅱ類（融合系）のカリキュラム・ポリシー 
１．教育課程の編成方針・教育内容及び教育の実施方法に関する方針 

・幅広く深い科学的思考力 

１年次では，全学共通の「初年次導入科目」，「理数基礎科目」に加え，Ⅱ類共通の科目である「確

率統計」，「力学」を履修し，基盤技術を学ぶ上での基礎を養います。 

２年次では，３年次以降を見据え重点的に学ぶ科目を設定するためにエリア選択を行うとともに，

「類共通基礎科目」により情報通信技術およびメカトロニクス技術の基礎となる数理的および物理

的思考能力を養います。 

３年次からは，「セキュリティ情報学」，「情報通信工学」，「電子情報学」，「計測・制御システム」，

「先端ロボティクス」の５つのプログラムに分かれ，諸分野における専門知識を学びます。特に，豊

富に用意された実験・演習により，学生自らの目的意識と学修意欲を向上させつつ専門的実践力を養

成します。 
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４年次では，より実社会に関連の深い実践的な科目を履修するとともに，研究室に所属して「輪講・

卒業研究」を行うことにより，専門知識・技術を深めるとともに，類の特徴を生かした俯瞰的な幅広

い視野を生かし，研究課題を設定し，自立した活動の遂行により，未来社会に貢献する新しい価値を

創造します。 

・科学者・技術者としての倫理観および社会性・国際性

「言語文化科目」，「技術英語」，「輪講・卒業研究」などを通じて多様な文化や価値観を理解できる

国際性を培いながら，様々な学修を通じて特定の専門性に限定されない幅広い視野を獲得し，科学・

技術のもたらす人間・社会・環境への影響について理解を深めます。また，「倫理・キャリア教育科

目」や「輪講・卒業研究」などを通じて科学者・技術者としての高い倫理観と責任感を伴う行動を身

につけます。 

・論理的コミュニケーション能力

１～３年次では，各年次の科目に演習・実験が含まれ，そのレポート作成やグループディスカッシ

ョンを通じて，論理的コミュニケーション力を養います。また，４年次では研究室に所属して輪講や

研究発表を行うことにより，論文の作成力，口頭発表力を高いレベルに養成し，自主性，独創性，目

標達成力を伴い，実践的専門基礎力と継続的学修能力を養います。

２．学修成果の評価に関する方針 

授業科目の成績評価は試験、レポート等により授業目標の達成状況に応じて行います。卒業研究に

ついては、論文の内容および口頭発表の評価を総合的に判断して判定します。成績は、秀・優・良・

可及び不可の 5 種類の評語をもって表し、秀・優・良及び可を合格とします。ただし、学域が指定す

る授業科目の成績は、合格・不合格で表します。合格した者には所定の単位を付与します。

１）セキュリティ情報学プログラム

情報システムは，コンピュータ，ネットワーク，アプリケーション，コンテンツにセンサーや機

械システムも加わり，社会基盤として浸透するとともに，ロボットや社会インフラなどに発展しつ

つある。扱う情報の範囲も実空間情報まで広がる動きが活発である。このため，情報システムの安

全性・信頼性の重要度が増している。本プログラムは，安心・安全な社会生活を保障する情報ネッ

トワーク社会の実現に寄与する人材を育成する。特に，実践力を備えた技術者，システム開発・運

用者を育成する。

本プログラムの教育と研究は，情報社会の進展に伴って深刻化する「情報やシステムに対する脅

威」に対応するため，情報システムの安全を確保するための基礎技術の修得から，安全で高信頼な

システムやサービスを開発・運用する能力の獲得を含め，基礎から応用まで幅広くカバーする。具

体的には，情報セキュリティの基盤となっている暗号・認証技術とその安全性評価法，ハードウェ

アとソフトウェア両面からシステムを保護するコンピュータセキュリティ技術，プライバシーや著

作権保護技術，インターネットから情報・実世界融合システムなどの設計・開発・運用方法，マル

チメディア情報の処理・運用方法などを教育する。

２）情報通信工学プログラム

未来の情報通信システムを構築するために必要な，情報理論，通信理論，符号化技術，暗号技術，

ネットワーク理論，ワイヤレス技術，光通信技術などの理論と，電波・光による情報伝送や計測の

ためのシステム・回路・デバイスの基本設計法，そして情報・通信ネットワークの設計・構築技術

などを学ぶ科目を総合的に配している。

情報通信システムを開発する上で基礎となるプログラミング・演習・実験を行うことで，基礎力

と実践的な応用力を修得することにより，情報通信社会で活躍できる技術者を育成する。
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３）電子情報学プログラム 

高度コミュニケーション社会において，今後益々進化する電子情報システムを構築するために必

要不可欠なエレクトロニクス，計測，情報，制御，ネットワークなどに関わる先端技術分野におけ

る要素技術について幅広く修得させる。さらに，それら要素技術の基本から応用について学修する

ことで，専門要素技術を身につけるとともに，システム全体を俯瞰できる能力を養成する。また，

これらの技術について実験・演習を通して物理的意味を体得させ実践的技術者を育成する。 
４）計測・制御システムプログラム 

電子技術やコンピュータ技術の発達に伴い，情報，交通，航空宇宙，医療などの多様な分野で機

器の自動化・高機能化が進行している。特に，計測・制御技術に基づくメカトロニクス，生体およ

び医用工学，データ処理技術などが急速に発展している。このように計測・制御は横断型工学であ

り，その対象をシステムとして把握する素養が求められる。本プログラムでは，機械・電子工学の

諸分野における計測・制御の基礎力を修得するとともに，感覚・知覚や運動などの人間の特性や機

能を体系的に捉える力を涵養し，新たな横断型技術や研究に対応できる人材を育成する。 
具体的なカリキュラムは，機械力学，材料力学，流体力学，熱力学，計測・制御工学，電気・電

子工学，電磁気学，設計工学，ロボット工学，生産・加工学，計算機工学，生体工学などの各講義

と，製図，メカトロニクス実験，プログラミングなどの演習講義から成る。 
５）先端ロボティクスプログラム 

近年の社会生活における利便性の向上，安全・安心の確保，人類の活動領域の拡張のためにもロ

ボットの普及が求められている。未来社会に向けたロボットの革新的な活用のためには，機械・電

子工学に高度な知覚・制御・コミュニケーション・人工知能などの技術を融合させる必要がある。

先端ロボティクスはこれらの工学技術の粋を集めた分野であり，本プログラムでは機械・電子・情

報工学の基礎力を確実に修得させ，これらを融合させることにより新しい技術やロボットを開発で

きる実践的で革新的な素養を持つ人材を育成する。 
具体的なカリキュラムは，機械力学，材料力学，流体力学，熱力学，ロボット工学，人間機械シ

ステム，メカトロニクス，計測・制御工学，電気・電子工学，電磁気学，設計工学，生産・加工学，

計算機工学，生体工学などの各講義と，製図，メカトロニクス実験，プログラミングなどの演習講

義から成る。 

1.3.3 Ⅲ類（理工系）[Cluster Ⅲ （Fundamental Science and Engineering）] 

機械システムプログラム：（Mechanical Systems Program） 

電子工学プログラム：（Electronic Engineering Program） 

光工学プログラム：（Optical Science and Engineering Program） 

物理工学プログラム：（Applied Physics Program） 

化学生命工学プログラム：（Chemistry and Biotechnology Program） 

 

Ⅲ類（理工系）のカリキュラム・ポリシー 

１．教育課程の編成方針・教育内容及び教育の実施方法に関する方針 

・幅広く深い科学的思考力 

科学・技術の領域で自立した科学者・技術者となるためには，、学問を基礎から体系的に学び，柔

軟性と創造性を備えた応用力・実践力を身につけることが重要です。 

１年次では，全学共通の「初年次導入科目」，「理数基礎科目」，「言語文化科目」，「理工系教養科目」

に加え「力学」を履修し，深い科学的思考力の基礎を養います。 

２年次では，「類共通基礎科目」を通して，理工学分野の基盤をなす物理学，化学，数学の基礎的

かつ系統的な思考能力を養います。 

３年次では，２年次までの基礎科目の「機械システム学」，「電子工学」，「光工学」，「物理工学」，
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「化学生命工学」への工学的展開を教授します。 

最終的に，４年次における「輪講・卒業研究」を通して，理工学分野において，時代のニーズに対

応した新たな分野を開拓し，発展させることのできる能力を身につけます。 

 

・科学者・技術者としての倫理観および社会性・国際性 

社会に貢献する科学者・技術者としての役割を果たすためには，深い教養と豊かな人間性を養わな

ければなりません。次世代の理工学分野における科学者・技術者は，国際社会・環境・生態系への影

響に十分に配慮し，高い倫理観を持って自らの行動原理を自覚できることが求められています。Ⅲ類

では，「言語文化科目」，「技術英語」，「輪講・卒業研究」などの科目の履修を通して諸分野の深い教

養を身につけることで，自然環境・都市・生命の調和のとれた技術開発を目指す，高い倫理観および

社会性・国際性を育みます。 

 

・論理的コミュニケーション能力 

社会に貢献する科学者・技術者として活躍するためには，円滑なコミュニケーション能力の涵養が

欠かせません。Ⅲ類では，１～３年次には，多様な演習・実験科目におけるレポート作成やグループ

ディスカッションを通して，論理的コミュニケーション能力を養います。４年次では研究室に所属し

て理工学専門分野の輪講や卒業研究に取り組み，高いレベルで論文作成・プレゼンテーション能力を

鍛え，自主性・独創性を発揮しながら，実践的専門基礎力と継続的学修能力を養います。 

 

２．学修成果の評価に関する方針 

授業科目の成績評価は試験、レポート等により授業目標の達成状況に応じて行います。卒業研究に

ついては、論文の内容および口頭発表の評価を総合的に判断して判定します。成績は、秀・優・良・

可及び不可の 5 種類の評語をもって表し、秀・優・良及び可を合格とします。ただし、学域が指定す

る授業科目の成績は、合格・不合格で表します。合格した者には所定の単位を付与します。 
 

１）機械システムプログラム 

鉄道，自動車，航空機，エネルギー機器，家電機器などの機械システムは，高性能化・高機能化が

進行している。新たな機械システムは，材料・熱・流体・振動の力学や制御工学などの基礎知識を設

計工学や生産システム学などで統合することで生み出される。 

本プログラムでは，機械システムとその構成要素のデザイン・製造・評価・診断・制御に関する基

礎力を修得し，安全・安心で豊かな持続可能な社会にものづくりで貢献できる人材を育成する。 

（カリキュラムの特徴）材料力学，機械力学，熱力学，流体力学など物理的諸現象の解析に関する機

械システムの基礎科目，設計基礎工学，生産システム工学，メカノデザインなどのものづくりの科目

に加えて，電磁気学，電気・電子回路，基礎制御工学などの電子工学の科目も体系的に修得できるよ

うに配置されており，講義だけでなく，演習や実験を通して理解を図る。 

２）電子工学プログラム 

情報化社会を担うハードウェア技術では，半導体電子デバイスを基本要素とするディジタル集積

回路を中核とし，種々の電子材料を利用した超高速応答の高機能電子デバイスを組み合わせたシス

テムが用いられている。 

本プログラムでは，高機能・高性能な情報処理を行うシステムの設計・開発を担う人材の育成を目

指し，電子材料の物性とその電子デバイスへの応用と共に，アナログ応用やディジタル応用に用いら

れる電気回路・電子回路に関して体系的な教育・研究を行う。 

（カリキュラムの特徴）材料から回路応用までを体系的に学べるように科目を配置する。 

電子工学の基本となる，電磁気学，電気回路，電子回路について，体系的な科目配置に加えて，演

習・実験による体験を通して理解を図る。 
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電子材料の物性に関する講義と実験，さらに電子デバイスの構造や作製方法に関する講義と実験

により，電子デバイスの動作原理や基本特性の理解を図る。 

プログラム横断の授業科目により広範囲な電子工学に関する理解を深め，根幹である電子デバイ

スの物性と応用に加えて，システム応用までの道筋をもカバーする人材の育成を図る。

３）光工学プログラム

ネットワーク社会における情報の伝送・処理・記録には光通信・光配線・光ディスクなどの光工学

が大きな技術基盤となっていることは周知のことである。加えて，基礎自然科学，医学，エネルギー，

ナノテクノロジー，加工・プロセスなど諸分野においてもレーザーを中心とした光工学技術が大きな

役割を果たしており，光工学技術のニーズは増え続けている。

本プログラムでは，このような社会のニーズに応えるべき広い視野と知識を備えた実践的な専門

技術を有する人材の養成を目的として，光工学技術の基盤となる光機能材料，光デバイス，光通信・

情報処理システムに関する幅広い基礎教育を行う。 

（カリキュラムの特徴）光波の干渉や回折などの光学現象，物質中の光波伝搬特性，レンズや種々の

光学素子による結像特性，レーザー光や光導波路中の光波伝搬特性，物質の光学特性や光との相互作

用，レーザー，光デバイス作製技術，光通信/情報処理システム，光計測技術など，光工学に関連す

る基礎的な専門科目を開設する。

光学現象や光デバイスの動作原理を理解するために専門実験を行う。 

４）物理工学プログラム

本プログラムでは，科学・技術が依拠する様々な物理現象を理解するために必要な基礎的概念の学

修から，多様な応用に要求される高度な知識と技術の修得までを系統的に行う。情報通信でコア技術

として実用化された機能性デバイスの原理の解析と理解に基づき，新しい機能を発見し，新技術を創

生出来る能力を育成する。コンピュータを駆使した理論解析の能力も培う。 

（カリキュラムの特徴）最先端の極限技術を理解し，展開させる能力を養うために，基礎学力の定着

を図り幅広い教養とバランスのとれた専門知識と先端技術に対する知見を教授するカリキュラムを

構築している。

専門実験，専門科目の演習を行い，物理工学プログラムについての実践的な学修を通して問題を理

解し，解決する能力を育成する。 

５）化学生命工学プログラム

自然界に存在する優れた生体機能や物質から学び，化学と生物学の原理を工学的に応用すること

により，低環境負荷，資源循環，医療向上に資する科学技術の創生が可能となる。本プログラムでは，

先端科学技術の物質的基盤となる化学と，人間を含む生命科学の基盤学問である生物学を総合的に

学修し，さらに電子工学，材料工学，生命工学，医用工学，環境工学など幅広い分野への工学的応用

の基礎を身に付け，広い視野と異分野コミュニケーション・討議能力，問題解決能力を持った人材の

育成を目指す。 

（カリキュラムの特徴）化学生命工学の工学的応用・実践の際には，化学と生物学，材料工学と生命

工学のみならず，数学，物理学，電気・電子回路学，情報工学，機械工学の融合が必須である。本プ

ログラムでは，化学と生物学の専門科目，演習，専門実験による専門分野の深化を基軸に，関連理工

学分野も系統的かつ融合的に学べるカリキュラムを提供する。
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1.3.4 先端工学基礎課程（Fundamental Program for Advanced Engineering） 

先端工学基礎課程のカリキュラム・ポリシー 

１．教育課程の編成方針・教育内容及び教育の実施方法に関する方針 

・幅広く深い科学的思考力

初年次には，「初年次導入科目」で演習を通じて数学・情報・物理・化学に関する実践的基礎力を

養い，大学での学修の基礎を築きます。 

また，２年次までに，「理数基礎科目」や「専門基礎科目」ですべての専門分野の学修において土

台となる数理的思考力や専門基礎力を養います。さらに，１年次から４年次を通じて「人文・社会科

学科目」で社会人として必要な一般教養を身につけます。 

３年次からは，「専門基礎科目」および「専門科目」を通じて，情報・メディア・通信・電子・機

械・制御の専門分野における基礎および応用技術あるいは各技術的課題について，工学的に読み解き、

自ら解決に導く実践力・応用力を身につけます。 

４年次には，各専門分野の学問をより深く理解し活用するために，「輪講」を必修として学びます。

さらに希望に応じて，「卒業研究」で応用力・実践力を養うことを目指します。 

・科学者・技術者としての倫理観および社会性・国際性

「産学連携教育科目」において，就業経験に基づく課題教育を進め，実社会での実践的遂行力や課

題解決力を磨きます。また「技術者教養科目」において，専門的職業人として必要な技術者倫理や知

財・特許管理を学びます。さらに「言語文化科目」を通じて，これらの能力や知識に基づく専門的職

業人としての国際性を養います。 

・論理的コミュニケーション能力

「言語文化科目」において，国際的にも通用するコミュニケーション能力を身につけるとともに，

「産学連携教育科目」や「輪講」を通じて，論理的に情報を伝え，科学的思考のもとに議論を行う能

力を養います。 

２．学修成果の評価に関する方針 

授業科目の成績評価は試験、レポート等により授業目標の達成状況に応じて行います。卒業研究に

ついては、論文の内容および口頭発表の評価を総合的に判断して判定します。成績は、秀・優・良・

可及び不可の 5 種類の評語をもって表し、秀・優・良及び可を合格とします。ただし、学域が指定す

る授業科目の成績は、合格・不合格で表します。合格した者には所定の単位を付与します。

【出典】電気通信大学「令和５年度入学生用学修要覧（情報理工学域）」より
          http://kyoumu.office.uec.ac.jp/youran/youran2023-gakuiki.pdf
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【出典】電気通信大学「2023年度情報理工学域入学者選抜要項」より
https://www.uec.ac.jp/admission/ie/pdf/2023senbatsu.pdf
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1 2 3 4 5 6 7 8
微分積分学第一 MTH101z 2 2
微分積分学第二 MTH201z 2 2
線形代数学第一 MTH102z 2 2
線形代数学第二 MTH202z 2 2
解析学 MTH203z 2 2
数学演習第一 MTH103z 1 2
数学演習第二 MTH204z 1 2
物理学概論第一 PHY102z 2 2
化学概論第一 CHM102z 2 2
基礎プログラミングおよび演習 COM201z 2 2
物理学演習第一 PHY103z 1 2
物理学概論第二 PHY202z 2 2
物理学演習第二 PHY203z 1 2
化学概論第二 CHM203z 2 2
離散数学 MTH205e 2 2
確率論 MTH303e 2 2
計算機通論 COM301e 2 2
論理設計学 COM302e 2 2
プログラミング通論 COM303e 2 2
情報領域演習第一 COM202e 1 2
情報領域演習第二 COM304e 1 2
情報領域演習第三 COM401e 1 2
アルゴリズム論第一 COM402e 2 2
統計学 MTH401e 2 2
電気・電子回路 ELE301e 2 2

＃ 複素関数論 MTH304e 2 2
＃ オペレーションズ・リサーチ基礎 MSS401e 2 2

応用数学第一 MTH402e 2 2
＃ コンピュータネットワーク COM403e 2 2

コンピュータ設計論 COM404e 2 2
メディア情報学プログラミング演習 COM405e 1 2
プログラミング言語実験 COM501e 2 4
データサイエンス演習 COM502e 1 2
データサイエンス実践演習１ COM503e 1 2
データサイエンス実践演習２ COM701e 1 2
データサイエンス実験 COM601e 2 4
デザイン思考概論 INS601e 2 2
システム思考概論 INS701e 2 2
輪講A LAB701e 1 2
輪講B LAB801e 1 2
卒業研究A LAB702e 3 9
卒業研究B LAB802e 3 9

＃ 社会情報論 MSS402e 2 2
＃ 形式言語理論 COM406e 2 2

オペレーティングシステム論 COM504e 2 2
統計学第二 MTH501e 2 2

＃ 情報通信システム ELE501e 2 2
＃ 人間工学 MSS501e 2 2

社会シミュレーション INS501e 2 2
＃ コミュニケーション論 INS502e 2 2
＃ 多変量解析 INS503e 2 2
＃ メディア分析法 COM505e 2 2
＃ メディアリテラシー INS504e 2 2
＃ ソフトウェア工学 COM602e 2 2

C.3専門科目
C.3.1 Ⅰ類（情報系）（昼間コース）
⑤デザイン思考・データサイエンスプログラム

科目区分
夜
間
主

授　業　科　目 科目番号
単
位
数

毎　　週　　授　　業　　時　　間　　数
備 考一年次 二年次 三年次 四年次

理

数

基

礎

科

目

必

修

科

目

選

択

科

目

類

共

通

基

礎

科

目

必

修

科

目

選
択
科
目

類

専

門

科

目

デ

ザ

イ

ン

思

考

・

デ
ー

タ

サ

イ

エ

ン

ス

プ

ロ

グ

ラ

ム

必

修

科

目

選

択

科

目

修得した単位は共通

単位とする。
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1 2 3 4 5 6 7 8
科目区分

夜
間
主

授　業　科　目 科目番号
単
位
数

毎　　週　　授　　業　　時　　間　　数
備 考一年次 二年次 三年次 四年次

＃ ユビキタスネットワーク COM603e 2 2
＃ 言語認知工学 INS602e 2 2
＃ ビジュアル情報処理 INS505e 2 2
＃ メディア論 INS603e 2 2
＃ 金融工学 MSS601e 2 2
＃ 情報工学工房 COM001e 2 通年１〜４年次開講

※基礎数学演習第一 FGN101e 1 2
※基礎数学演習第二 FGN201e 1 2
※基礎物理学演習第一 FGN102e 1 2
※基礎物理学演習第二 FGN202e 1 2
※情報処理演習第一 FGN301e 2 4
※情報処理演習第二 FGN401e 2 4
マルチメディア処理 COM506e 2 2

＃ メディアアート論 INSa01e 2 2 大学院連携科目
＃ 知的学習システム INSa02e 2 2 大学院連携科目
＃ コンピュータグラフィックス応用 COMa01e 2 2 大学院連携科目
＃ データマイニング INSa03e 2 2 大学院連携科目
＃ 音声音響情報処理 INSa04e 2 2 大学院連携科目
＃ 学習工学特論 INSa05e 2 2 大学院連携科目
＃ インタラクティブシステム特論 INSa06e 2 2 大学院連携科目
＃ 実践ソフトウェア開発基礎論 COMa02e 2 2 大学院連携科目
＃ 実践ソフトウェア開発概論Ⅱ COMa03e 2 2 大学院連携科目
＃ 実践ソフトウェア開発概論Ⅲ COMb01e 2 2 大学院連携科目
＃ 画像認識システム特論 INSb01e 2 2 大学院連携科目
＃ 情報理論基礎 ELEb01e 2 2 大学院連携科目
＃ 数理統計学基礎 MTHb01e 2 2 大学院連携科目
＃ 現代代数学 MTHb02e 2 2 大学院連携科目（偶数年度開講）

＃ 数理解析学 MTHb03e 2 2 大学院連携科目（奇数年度開講）

＃ Topics in Informatics Ⅰ INT001e 2

＃ Topics in Informatics Ⅱ INT002e 2

＃ Topics in Informatics Ⅲ INT003e 2

類

専

門

科

目

デ

ザ

イ

ン

思

考

・

デ

ー

タ

サ

イ

エ

ン

ス

プ

ロ

グ

ラ

ム

選

択

科

目

自

由

科

目

国

際

科

目

注1． この表に記載されていない科目で，Ⅰ類（情報系）の他プログラムに記載されている科目は，デザイン思考・データ
サイエンスプログラムの学生も選択科目として履修することができる。ただし，実験科目は除く。
また，自由科目区分の科目は，そのまま自由科目の単位となる。

注2． ※印の科目は，外国人留学生のみ履修できる。
注3.　大学院連携科目は，大学院情報理工学研究科の授業科目であり，自由科目として単位を修得することができる。
注4.　国際科目については，表C.4にも記載されているので，参照のこと。また，各科目の開講学期，単位の扱いや履修条件は，

　　年度によって異なる場合があるので，年度ごとに公表する科目一覧表を参照のこと。
注5.　夜間主欄の♯印は，夜間主コース学生が選択科目，共通単位，あるいは自由科目として履修可能であることを示す。

授業時間は週2時間。

開講学期や単位の扱

い等については注4

を参照。
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Ⅰ類（情報系） デザイン思考・データサイエンスプログラム

① ② ③

2 ◎

2 ◎

2 ◎

2 ◎

2 ◎

1 ◎

1 ◎

2 ◎

2 ◎

2 ◎

1 ◎ ○

2 ◎

1 ◎ ○

2 ◎

2 ◎

2 ◎

2 ◎

2 ◎

2 ◎

1 ◎

1 ◎

1 ◎

2 ◎

2 ◎

2 ◎

2 ◎

2 ◎

2 ◎

2 ◎

2 ◎

統計学

選

択

科

目

電気・電子回路

複素関数論

オペレーションズ・リサーチ基礎

応用数学第一

コンピュータネットワーク

コンピュータ設計論

類

共

通

基

礎

科

目

必

修

科

目

離散数学

確率論

計算機通論

プログラミング通論

情報領域演習第一

情報領域演習第二

情報領域演習第三

アルゴリズム論第一

論理設計学

物理学演習第一

物理学演習第二

化学概論第二

線形代数学第一

線形代数学第二

解析学

数学演習第一

数学演習第二

物理学概論第一

物理学概論第二

学

士

課

程

デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー

① 幅広く深い科学的思考力

　次世代の情報化社会を支える科学者・技術者として、情報の生成から、収集、流通、蓄
積、加工および活用までを総合的に扱う学問である「情報学」を身につけ、実践できる。

コンピュータ・通信ネットワーク・メディア処理・経営・社会情報・数理情報解析技術な
ど、高度コミュニケーション社会の基盤となる情報・通信・ネットワーク技術の諸分野にお
いて、数理的思考力と情報学の専門知識に基づいて様々な課題に取り組み、解決できる。

② 科学者・技術者としての倫理観
および社会性・国際性

　実社会における情報通信技術の有用性、多様性、危険性等の認識を有し、科学者・技術者
としての見識に基づいて行動できる。また、科学者・技術者として必要な語学能力を有す
る。

③ 論理的コミュニケーション能力
　専門知識および自分の研究内容について、その意義、目的、方法、問題点、成果等に関し
て他人とコミュニケーションを行い、討論を進める能力を有する。

科目区分 授　　業　　科　　目

単

位

数

デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー

専

門

科

目

理

数

基

礎

科

目

必

修

科

目

微分積分学第一

微分積分学第二

化学概論第一

基礎プログラミングおよび演習

選

択

科

目
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① ② ③

科目区分 授　　業　　科　　目

単

位

数

デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー

1 ◎ ○

2 ◎

1 ◎

1 ◎

1 ◎

2 ◎

2 ◎

2 ◎

1 ◎ ○

1 ◎ ○

3 ◎ ○ ○

3 ◎ ○ ○

2 ◎

2 ◎

2 ◎

2 ◎

2 ◎

2 ◎

2 ◎

2 ◎ ○ ○

2 ◎ ○

2 ◎

2 ○ ◎ ○

2 ◎ ○ ○

2 ◎

2 ◎

2 ◎

2 ◎

2 ◎ ○

2 ◎

1 ○ ◎

1 ○ ◎

1 ○ ◎

1 ○ ◎

2 ○ ◎

2 ○ ◎
自

由

科

目 2 ◎

2 ◎

2 ○ ◎

2 ◎

注1.　「ディプロマ・ポリシー」欄の◎は主に関与がある要素、○はある程度関与がある要素を表す。
注2． この表に記載されていない科目で，Ⅰ類（情報系）の他プログラムに記載されている科目は，デザイン思考・データサイエンス

　プログラムの学生も選択科目として履修することができる。ただし，実験科目は除く。

　また，自由科目区分の科目は，そのまま自由科目の単位となる。

注3． ※印の科目は，外国人留学生のみ履修できる。

データサイエンス演習

データサイエンス実践演習２

データサイエンス実践演習１

多変量解析

金融工学

国
際
科
目

Topics in Informatics Ⅰ

Topics in Informatics Ⅱ

Topics in Informatics Ⅲ

※基礎物理学演習第一

※基礎物理学演習第二

※情報処理演習第一

※情報処理演習第二

マルチメディア処理

ビジュアル情報処理

メディア論

情報工学工房

※基礎数学演習第一

※基礎数学演習第二

専

門

科

目

類

専

門

科

目

必

修

科

目

メディア情報学プログラミング演習

プログラミング言語実験

データサイエンス実験

輪講Ａ

輪講Ｂ

卒業研究Ａ

卒業研究Ｂ

メディアリテラシー

ソフトウェア工学

ユビキタスネットワーク

言語認知工学

選

択

科

目

社会情報論

形式言語理論

オペレーティングシステム論

統計学第二

情報通信システム

人間工学

社会シミュレーション

コミュニケーション論

メディア分析法

システム思考概論

デザイン思考概論
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1年次
1学期 2学期

2年次
3学期 4学期

3年次
5学期 6学期

4年次
7学期 8学期

Ⅰ類（情報系） デザイン思考・データサイエンスプログラム 履修科目関連図

メディア論

社会情報論

データサイエンス
実験

形式言語理論

ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ
ｼｽﾃﾑ論

ｿﾌﾄｳｴｱ工学

ﾕﾋﾞｷﾀｽﾈｯﾄﾜｰｸ

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ

確率論

離散数学

応用数学第一

計算機通論

メディア情報学
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習

論理設計学

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｽﾞ･
ﾘｻｰﾁ基礎

複素関数論

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論

ﾒﾃﾞｨｱﾘﾃﾗｼｰ

統計学第二

プログラミング
言語実験

多変量解析

情報通信ｼｽﾃﾑ

基礎科学実験A 基礎科学実験B

物理学概論第一

物理学演習第一

物理学概論第二

微分積分学第一 微分積分学第二

線形代数学第一 線形代数学第二

数学演習第一 数学演習第二

解析学

ﾒﾃﾞｨｱﾈｯﾄﾜｰｸ

コンピュータ
ネットワーク

電気・電子回路物理学演習第二

基礎ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

および演習

化学概論第一 化学概論第二

情報領域
演習第一

情報領域
演習第二

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ通論

情報領域
演習第三

コンピュータ
設計論

アルゴリズム論
第一

マルチメディア処理

言語認知工学人間工学

ビジュアル
情報処理

社会シミュ
レーション

輪講A 輪講B

卒業研究B卒業研究A

実践教育科目

理数基礎科目

類共通基礎科目

類専門科目

必修科目

選択科目

自由科目

データサイエンス
演習

インターンシップ

統計学

データサイエンス
実践演習１

金融工学

データサイエンス
実践演習２

システム思考概論

デザイン思考概論
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Ⅰ類（情報系） デザイン思考・データサイエンスプログラム

履修上の要点：履修科目関連図（コースツリー）説明

１年次に配置されている，数学，情報，物理，化学に関する科目は，いずれも本学卒業生と

して大変重要な科目である。十分な時間を取って予習・復習を行い，自ら演習問題を解くこと

が必須である。１年次の科目の理解が不十分だと，２年次以降の科目が理解できなくなるので

要注意である。数学関連の科目としては「微分積分学」，「線形代数学」，「解析学」，「離散数学」

があるが，これらの科目を通じて修得する概念や方法は，２年次以降の科目を履修する上で必

要不可欠なものである。このうち,「離散数学」は離散的な事象を数学的に表現する際の基礎を
講義するもので，「アルゴリズム論第一」とも深く関係している。また，情報関係の科目とし

ては「基礎プログラミングおよび演習」，「情報領域演習第一」があるが，これらの科目の履修

を通して、コンピュータを用いた演習・実験・卒業研究を行う際の基礎をしっかり修得してお

く必要がある。

２年次には，１年次よりも専門性の高い科目群を履修することになる。数学関係では「確率

論」，「統計学」，「応用数学第一」，「複素関数論」を履修するが，「確率論」では不確実性をも

つ現象の解析の基礎を学び，「統計学」では各種現象の統計分析の基礎を学ぶ。情報関係では，

「プログラミング通論」，「アルゴリズム論第一」などを，計算機関係では「電気・電子回路」，

「計算機通論」などを学ぶ。

３年次においては，「プログラミング言語実験」でプログラミング技能を高め，「オペレーテ

ィングシステム論」，「ソフトウェア工学」，「ユビキタスネットワーク」，「情報通信システム」

などの修得によりコンピュータに関する基礎を修得する。

さらに，３年次と４年次では，マルチメディア関連の科目として，「人間工学」，「ビジュア

ル情報処理」などを学ぶ。また，デザイン思考・データサイエンスに関連する科目としては，

「社会シミュレーション」,「データサイエンス演習」,「デザイン思考概論」,「システム思考
概論」などを学ぶ。さらに，コンテンツ系の科目として，「コミュニケーション論」，「メディ

アリテラシー」，「メディアネットワーク」，「メディア論」なども学ぶ。

４年次には各研究室に配属され，研究室で行われる輪講によって，より専門的な知識を修得

することができる。また，卒業研究は１年間を通して行われ，指導教員とともに実社会にも通

用する専門性の高い研究を行う。

【出典】電気通信大学「令和５年度入学生用学修要覧（情報理工学域）」より
http://kyoumu.office.uec.ac.jp/youran/youran2023-gakuiki.pdf
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１．大学設置基準
（１）学科の必要教員数【旧大学設置基準第13条別表第一】
※１　令和４年10月１日施行の大学設置基準改正による基幹教員の規定の適用に関する経過措置に伴い、旧基準の算出方法にて専任教員数を算出

<情報理工学域> （単位：人）

225 9 918 13
235 10 960 13
230 10 940 13
30 3 126 8

720 32 2,944 47
※現員のうち９名は、大学院設置基準第９条の２により、旧大学設置基準第13条に定める専任教員数に算入できない。

（２）大学全体の必要教員数【旧大学設置基準第13条別表第一及び第二】
※２　上記（１）の※１と同じ算出方法 （単位：人）

47

収容
定員

2,944 29

76

設置基準上で必要な専任教員数について

現員はすべて令和５年５月１日現在

学科等
入学
定員

3年時
編入

収容
定員

必要専任
教員数

現員※ 過不足

Ⅲ類（理工系） 61 48

Ⅰ類（情報系） 81 68
Ⅱ類（融合系） 73 60

先端工学基礎課程（夜間主） 15 7
合計 230 183

学部の種類及び規模に応じた必要教員総数
（上記１（１）の合計数）【別表第一】

現員 過不足
大学全体の収容定員に応じた必要教員数
【別表第二】

計 268 192

【資料11】

【出典】電気通信大学作成
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１．大学設置基準
（１）学科の必要教員数【旧大学設置基準第13条別表第一】
※１　令和４年10月１日施行の大学設置基準改正による基幹教員の規定の適用に関する経過措置に伴い、旧基準の算出方法にて専任教員数を算出

<情報理工学域> （単位：人）

255 9 1,038 14
235 10 960 13
230 10 940 13
30 3 126 8

750 32 3,064 48
※現員のうち９名は、大学院設置基準第９条の２により、旧大学設置基準第13条に定める専任教員数に算入できない。

（２）大学全体の必要教員数【旧大学設置基準第13条別表第一及び第二】
※２　上記（１）の※１と同じ算出方法 （単位：人）

48

収容
定員

3,064 29

77

学部の種類及び規模に応じた必要教員総数
（上記１（１）の合計数）【別表第一】

現員 過不足
大学全体の収容定員に応じた必要教員数
【別表第二】

計 279 202

先端工学基礎課程（夜間主） 15 7
合計 241 193

Ⅲ類（理工系） 64 51

Ⅰ類（情報系） 86 72
Ⅱ類（融合系） 76 63

設置基準上で必要な専任教員数について

現員はすべて令和９年度予定数

学科等
入学
定員

3年時
編入

収容
定員

必要専任
教員数

現員※ 過不足

【資料12】

【出典】電気通信大学作成
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【資料13】
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【出典】電気通信大学「国立大学法人電気通信大学　概要　2022-2023」より
https://www.uec.ac.jp/about/profile/pamph/pdf/gaiyou2022-2023.pdf
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【資料14】

【出典】電気通信大学「国立大学法人電気通信大学　概要　2022-2023」より

https://www.uec.ac.jp/about/profile/pamph/pdf/gaiyou2022-2023.pdf
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１（書類等の題名） 

 共創進化型自立分散エネルギー・ネットワーク共創拠点（【資料 15】66 ペー

ジ） 

 令和 6 年度 要求１（調布）共創進化棟（仮称）（【資料 16】67 ページから 71

ページ） 

 

２（出典） 

 国立大学法人電気通信大学 

 

３（引用範囲） 

・【資料 15】66 ページ 

地域中核・特色ある研究大学の連携による産学官連携・共同研究の施設整備

事業における電気通信大学学内資料 

 ・【資料 16】67 ページから 71 ページ 

共創進化型イノベーション・コモンズマスタープランにおける電気通信大学

学内資料 

 

４（その他説明） 

 ・【資料 15】66 ページ、【資料 16】67 ページから 71 ページは、建設計画段階

の建物の設計図及び既存の建物内の平面図が含まれる資料となっているた

め、安全上等の観点から掲載は差し控える。 
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